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表紙
◦初代理事長　菅澤重雄先生（写真：中央）
　明治 2 年（1870） － 昭和 31 年（1956）

　千葉県多古町に生まれる。螟
めい

蛉
れい

塾
じゅく

の並
なみ

木
き

栗
り

水
すい

の下、漢学（朱
子学）を学ぶ。27 歳にして千葉県会議員となり、後に衆議
院議員、貴族院議員となり国政に参画する。また、開墾事業
や銀行業、鉄道業などを興し実業家として活躍した。
　大正 15 年に王子高等女学校を設立し、昭和 6 年には東京
成徳高等女学校への校名変更して以後、校長として子女の教
育にあたった。法人設立後、初代理事長に就任。
　胸像は、東京成徳大学中学校・高等学校中高一貫部校舎に
設置。

◦第 2 代理事長　菅澤重義先生（写真：左）
　明治 28 年（1895） － 昭和 50 年（1975）

　初代理事長菅澤重雄先生の長男として千葉県多古町に生ま
れる。尋常小学校教員、教育委員長、千葉県会議員、千葉県
人事委員会委員長などを務める。
　昭和 6 年の父重雄先生の校長就任とともに学園の経営に参
画し、物心両面で学園を支えた。昭和 31 年に 2 代目理事長
に就任し、深谷高校開校及び短期大学開学の学園拡大に尽力
した。
　胸像は、東京成徳大学十条台キャンパスに設置。

◦第 3 代理事長　木内四郎兵衛先生（写真：右）
　大正 5 年（1916） － 平成 18 年（2006）

　千葉県香取市に生まれる。東亜研究所や召集後の陸軍にお
いて主に自然地理分野の調査に従事した。重義先生の長女と
結婚していた縁もあり、戦後東京成徳学園の経営に参画。重
雄先生の下、副校長として東京成徳の教育の発展に陣頭指揮
を執った、先生亡き後は校長そして第 3 代理事長に就任し、
平成 5 年の大学開学及びその後の高等教育充実に至る現在の
東京成徳学園の道筋をつける。
　写真の胸像は、東京成徳大学深谷中学校・高等学校に設置。
ほか東京成徳大学高等学校（高等部）にも設置。



C O N T E N T S

学
園
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

イ
エ
ロ
ー
は
「
活
力
」
と
「
勇
気
」
を
表
し
、

三
本
の
柱
は
学
生
・
生
徒
・
園
児
、
教
職
員
、

同
窓
生
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

ブ
ル
ー
は
「
理
想
」
と
「
若
さ
」
を
表
し
、
五

本
の
柱
は
五
つ
の
教
育
目
標
を
象
徴
し
て
い
ま

す
。

そ
し
て
、
八
本
の
柱
が
一
体
と
な
り
、
東
京
成

徳
学
園
と
そ
の
学
園
に
集
う
人
々
の
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
テ
ィ
を
作
り
上
げ
る
姿
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

P	 4 東京成徳学園の不易と流行
学園長　木内 秀俊

P	 5 創立90年を迎えて
理事長　木内 秀樹

P	 6 東京成徳学園　90年の軌跡

P	 9 東京成徳大学

P	 14 東京成徳短期大学

P	 16 東京成徳大学中学校・高等学校

P	 20 東京成徳大学深谷中学校・高等学校

P	 24 東京成徳短期大学附属幼稚園

P	 26 東京成徳短期大学附属第二幼稚園

「学問の木」と知られる「楷
かい

の木」
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平
成
27
年
に
創
立
90
年
を
迎
え
た
東

京
成
徳
学
園
は
、
100
年
に
向
か
っ
て
歩
み

出
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
大
正
末
年
に
王
子

高
等
女
学
校
と
し
て
発
足
し
て
今
や
人

間
で
い
え
ば
ほ
ぼ
3
世
代
に
あ
た
る
時

間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
に
時
代
・
社

会
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
が
、
学
園
は

そ
の
変
化
に
対
応
し
て
創
設
時
の
高
等

女
学
校
の
流
れ
を
継
い
だ
高
等
学
校
・
中

学
校
の
中
等
教
育
部
門
に
加
え
て
、
現
在

大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
の
高
等
教
育

部
門
と
幼
稚
園
の
幼
児
教
育
部
門
を
有

す
る
総
合
学
園
に
拡
大
・
発
展
を
遂
げ
て

き
ま
し
た
。

　

学
園
の
歴
史
の
中
で
特
記
す
べ
き
事

は
、

①
建
学
の
精
神
を
校
名
に
入
れ
た
こ
と

②
戦
後
の
教
育
改
革
・
学
制
改
革
と
新
制

中
学
・
高
等
学
校
の
発
足

③
幼
稚
園
・
深
谷
高
等
学
校
の
設
置

④
高
等
教
育
へ
の
展
開

⑤
男
女
共
学
化

な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
教
育
の
分
野
で
は
よ
く
「
不
易
流

行
」
と
の
言
葉
が
語
ら
れ
ま
す
。「
不
易
」

は
時
代
・
環
境
に
よ
っ
て
変
わ
ら
な
い
も

の
・
本
質
的
な
も
の
で
あ
り
、「
流
行
」

は
そ
の
時
代
・
環
境
に
合
わ
せ
て
変
わ
る

べ
き
も
の
で
あ
り
、
対
を
な
し
て
存
在
し

ま
す
。

　

こ
の
90
年
間
を
振
り
返
り
学
園
の
不

易
と
流
行
と
は
何
で
あ
っ
た
か
を
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
園
が
創
立
さ
れ
た
大
正
末
期
は
、
日

本
の
社
会
・
経
済
が
発
展
し
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
国
民
意
識

の
変
化
に
伴
っ
て
、
教
育
の
高
度
化
・
拡

張
が
必
要
性
を
高
め
て
行
く
時
期
に
あ

り
ま
し
た
。
創
立
者
菅
澤
重
雄
先
生
は
こ

の
社
会
の
教
育
ニ
ー
ズ
の
中
で
今
後
我

が
国
が
一
層
発
展
を
遂
げ
る
に
は
当
時

相
対
的
に
遅
れ
て
い
た
女
子
教
育
の
充

実
が
特
に
必
要
と
の
信
念
か
ら
高
等
女

学
校
を
開
校
さ
せ
た
の
で
し
た
。

　

こ
の
社
会
の
教
育
ニ
ー
ズ
に
積
極
的

に
応
え
る
こ
と
は
、
学
園
の
基
本
的
な
姿

勢
と
し
て
不
易
の
部
分
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

ま
た
昭
和
6
年
に
は
学
園
の
建
学
の

精
神
で
あ
る
「
成
徳
」
を
学
園
・
学
校
名

に
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
建
学
の
精
神

「
成
徳
」
は
学
園
創
立
に
よ
っ
て
ど
の
様

な
人
材
を
育
成
す
る
か
の
目
的
を
示
す

も
の
で
す
。
こ
れ
が
学
園
の
不
易
の
核
心

で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
為
に
学
校
名

に
も
入
れ
、
そ
の
後
設
置
さ
れ
た
各
学
校

名
に
も
そ
れ
は
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
20
年
の
敗
戦
に
よ
り
戦
前
の
社

会
体
制
は
、
主
権
在
民
・
民
主
主
義
の
体

制
に
変
わ
り
、
教
育
内
容
も
そ
れ
に
応
じ

て
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
高
等
女
学
校

は
新
制
中
学
と
高
等
学
校
に
分
離
さ
れ

新
体
制
に
沿
っ
て
教
育
や
生
徒
活
動
が

活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
園
の
中
学
部

門
は
新
制
中
学
が
義
務
教
育
と
さ
れ
、
授

業
料
負
担
の
な
い
公
立
校
の
整
備
が
進

ん
だ
結
果
急
速
に
縮
小
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
戦
後
の
学
制
改
革
や
教
育
改

革
は
民
主
主
義
の
基
礎
と
な
る
教
育
対

象
者
の
拡
大
・
高
度
化
を
も
た
ら
し
た
の

で
す
。
学
園
は
こ
れ
ら
に
対
応
し
て
拡

充
・
発
展
す
る
と
と
も
に
、
例
え
ば
式
典

に
お
け
る
国
旗
掲
揚
・
国
歌
斉
唱
を
始
め

と
し
て
日
本
人
と
し
て
の
意
識
や
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
わ
な
い
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

昭
和
28
年
の
幼
稚
園
、
昭
和
38
年
の
深

谷
高
等
学
校
の
設
置
は
、
学
園
拡
大
の
ス

タ
ー
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
際

し
て
社
会
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
短
期
大
学

を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
高
等
教
育
へ
の

進
出
は
そ
の
後
の
大
学
設
置
に
繋
が
る

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
国
の
第
一
次
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
後
の
大
学
設
置
抑
制
方
針

に
よ
り
平
成
5
年
の
東
京
成
徳
大
学
の

設
置
に
至
る
ま
で
長
い
時
が
流
れ
ま
し

た
。
大
学
設
置
は
学
園
全
体
に
と
っ
て
も

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
す
な

わ
ち
大
学
が
共
学
で
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の

後
学
園
の
各
校
も
順
次
共
学
化
し
た
こ

と
で
す
。
女
子
教
育
を
担
っ
て
70
年
ほ
ど

を
経
た
学
園
の
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
の
教
育
分
野
・
対
象
者
の
転
換
の
時

で
し
た
。

　

最
後
に
こ
の
学
園
に
関
係
す
る
す
べ

て
の
人
々
が
学
園
を
愛
し
て
支
援
し
て

く
れ
た
と
い
う
不
易
の
基
礎
が
あ
っ
た

結
果
と
思
い
ま
す
。
創
立
90
年
に
あ
た
り

全
て
の
関
係
者
に
深
く
感
謝
し
、
創
立
100

年
に
向
け
て
の
充
実
・
発
展
を
図
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
成
徳
学
園
の
不
易
と
流
行

　
学
園
長
　
木
内
　
秀
俊
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東
京
成
徳
学
園
は
本
年
創
立
90
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　

創
立
90
年
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

こ
れ
迄
の
よ
う
に
内
外
の
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
に
ご
臨
席
を
い
た
だ
く
周

年
行
事
を
せ
ず
、
創
立
90
周
年
事
業
の
目

玉
と
し
て
、
こ
の
節
目
に
「
東
京
成
徳
ビ

ジ
ョ
ン
100
」
と
い
う
創
立
100
年
に
向
け
た

学
園
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
10
年
間
は
、
中
等
教
育
や

高
等
教
育
で
は
大
き
な
教
育
改
革
が
実

施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
う
い
う
変
革
期

こ
そ
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
学
園
と
し
て

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
・
戦
略
を
構
築
し
、
そ

れ
を
教
職
員
が
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
成
果
が
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

2
年
前
か
ら
学
園
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
各
校

の
目
標
・
戦
略
を
各
校
と
も
協
議
の
上
、

策
定
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
間
多
く
の

方
々
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
配
布
さ
れ
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
と
併
せ
て
各
校
の
具
体
的
な

取
組
み
を
盛
り
込
ん
だ
計
画
書
を
も
と

に
毎
年
検
証
し
、
更
に
見
直
し
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
「
東
京
成
徳
ビ
ジ
ョ
ン
100
」

の
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ

ま
り
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
創
立
100
年
に
向

け
て
の
指
針
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る

各
校
に
お
け
る
改
革
の
出
発
点
と
も
な

る
わ
け
で
す
。

　
「「
成
徳
」
の
精
神
を
持
つ
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
育
成
」
に
向
け
て
全
学
が
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。

　

創
立
者
の
菅
澤
重
雄
先
生
は
衆
議
院

議
員
、
貴
族
院
議
員
と
し
て
国
政
に
参
与

す
る
一
方
、
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て

3
つ
の
銀
行
を
設
立
、
渋
谷
急
行
電
気
鉄

道
（
現
：
井
の
頭
線
）
を
設
立
し
て
社
長

に
就
任
、
千
葉
県
の
開
墾
事
業
に
取
り
組

む
な
ど
実
業
家
と
し
て
多
彩
な
活
躍
を

さ
れ
た
方
で
す
。
教
育
に
つ
い
て
は
「
国

家
の
興
隆
は
終
局
に
あ
っ
て
教
育
で
あ

り
、
特
に
女
子
教
育
の
レ
ベ
ル
を
高
め
な

け
れ
ば
あ
り
え
な
い
」
と
し
、「
徳
育
が

教
育
の
『
か
な
め
』
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
」
い
う
信
念
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

本
学
園
の
建
学
の
精
神
「
成
徳
」
は
「
徳

を
成
す
」
こ
と
で
あ
り
、
創
立
者
の
学
問

的
素
養
で
あ
る
漢
学
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
学
園
の
発
展
の
歴
史
を

振
り
返
る
と
第
1
段
階
は
初
代
理
事
長

重
雄
先
生
、
2
代
目
重
義
先
生
の
下
に
お

け
る
大
正
15
年
の
創
立
か
ら
戦
後
の
学

制
改
革
時
ま
で
が
「
自
立
・
継
続
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
第
2
段
階
は
3
代
目
理
事
長
木

内
四
郎
兵
衛
先
生
の
下
で
戦
後
か
ら
学

園
創
立
70
周
年
に
至
る
ま
で
の
「
発
展
・

拡
大
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
時
代
と
い
え
ま

す
。
こ
の
時
期
に
於
い
て
は
、
中
学
・
高

校
の
定
員
増
、
幼
稚
園
と
深
谷
高
校
の
設

置
、
短
期
大
学
・
四
年
制
大
学
の
開
学
な

ど
学
園
は
総
合
学
園
化
に
向
け
て
急
速

に
発
展
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
創
立
70
周

年
以
降
、
第
3
段
階
と
し
て
中
等
教
育
部

門
の
共
学
化
、
中
高
一
貫
体
制
確
立
、
短

期
大
学
・
大
学
の
学
科
再
編
と
子
ど
も
学

部
の
新
設
、
十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
拡

充
・
整
備
な
ど
教
育
内
容
の
充
実
に
取
り

組
み
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

創
立
80
周
年
以
降
は
、
大
学
に
応
用
心

理
学
部
、
経
営
学
部
が
設
置
さ
れ
学
ぶ
分

野
の
多
様
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
更
に
平

成
28
年
度
に
は
臨
床
心
理
学
科
及
び
大

学
院
が
十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
、

校
舎
の
新
築
も
な
さ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス

の
更
な
る
発
展
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
島
の
中
高
一
貫
部
校
舎
と
十

条
台
の
大
学
校
舎
は
過
去
に
北
区
景
観

賞
を
受
賞
し
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

し
て
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
27
年

3
月
に
は
学
園
と
北
区
は
「
連
携
協
力
に

関
す
る
包
括
協
定
」
を
締
結
し
、
地
域
の

発
展
の
た
め
に
今
後
更
に
協
力
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
先
行
き
不
透
明
な
変
化

の
激
し
い
時
代
に
あ
っ
て
、
学
園
に
は
社

会
の
要
請
を
よ
り
正
し
く
把
握
し
積
極

的
に
変
化
に
対
応
す
る
姿
勢
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
第
4
段
階

は
総
合
学
園
と
し
て
の
利
点
を
活
か
し

な
が
ら
、
大
胆
に
新
し
い
考
え
方
を
取
り

入
れ
改
革
に
臨
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
迄
お
世

話
に
な
っ
た
皆
様
に
深
く
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
も
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

創
立
90
年
を
迎
え
て　

理
事
長
　
木
内
　
秀
樹
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東
京
成
徳
学
園
の
創
立

　

大
正
15
年
4
月
東
京
成
徳
学
園
の
前

身
で
あ
る
王
子
高
等
女
学
校
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
6
年
に
校
名

を
「
東
京
成
徳
高
等
女
学
校
」
に
改
め
ま

し
た
。
創
立
者
菅
澤
重
雄
先
生
は
「
国
家

の
興
隆
は
終
局
に
あ
っ
て
教
育
で
あ
り
、

特
に
女
子
教
育
の
レ
ベ
ル
を
高
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、「
徳
育
が
教
育

の
「
か
な
め
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
思
い
を
持
ち
、
当
初
は
校
主
で
し

た
が
、
昭
和
6
年
自
ら
が
校
長
に
就
任
さ

れ
、本
学
園
の
建
学
の
精
神
「
成
徳
」「
徳

を
成
す
」
と
し
、「
有
徳
有
為
の
人
間
の

育
成
」
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
昭
和
19
年
に
は
戦
時
の
勤
労

動
員
の
た
め
授
業
は
全
く
な
く
な
り
ま

し
た
。
昭
和
20
年
8
月
15
日
、
生
徒
た
ち

は
講
堂
で
玉
音
放
送
を
聞
き
、
終
戦
を

知
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
9
月
4
日
か
ら

授
業
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

苦
難
の
復
興

　

学
校
の
施
設
も
荒
廃
、
深
刻
な
食
糧
難

の
中
で
菅
澤
重
雄
先
生
は
学
校
復
興
の

指
揮
を
執
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
思
わ
し

く
な
い
学
校
経
営
を
物
心
両
面
で
支
え

続
け
た
の
が
、
当
時
財
団
法
人
東
京
成
徳

学
園
の
理
事
を
さ
れ
て
い
た
ご
子
息
の

菅
澤
重
義
先
生
（
の
ち
の
2
代
目
理
事

長
）
で
し
た
。

　

昭
和
21
年
4
月
に
、
重
義
先
生
の
女
婿

で
あ
る
木
内
四
郎
兵
衛
先
生
が
副
校
長

と
し
て
着
任
さ
れ
、
昭
和
23
年
か
ら
は
全

面
的
に
学
校
の
責
任
者
と
し
て
運
営
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
22
年
に
教
育
基
本
法
・
学
校
教
育

法
が
公
布
さ
れ
、
学
制
改
革
に
よ
り
、
東

京
成
徳
中
学
校
、
翌
年
に
は
東
京
成
徳
高

等
学
校
が
誕
生
し
ま
し
た
。
私
立
学
校
法

の
施
行
に
伴
い
昭
和
26
年
2
月
学
校
法
人

東
京
成
徳
学
園
に
組
織
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

5
つ
の
教
育
目
標

　

木
内
副
校
長
は
創
立
者
重
雄
先
生
と

起
居
を
共
に
さ
れ
、
そ
の
日
常
か
ら
創
立

の
経
緯
や
「
建
学
の
精
神
」
に
つ
い
て
教

え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
学
園
の
教
育
目
標

を
次
の
5
つ
に
集
約
し
て
表
現
さ
れ
ま

し
た
。

　

①
お
お
ら
か
な
徳
操

　

②
高
い
知
性

　

③
健
全
な
る
身
体

　

④
勤
労
の
精
神

　

⑤
実
行
の
勇
気

そ
の
思
い
は
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
ブ

ル
ー
の
5
本
の
柱
に
象
徴
さ
れ
て
お
り
今

日
に
も
弛
ま
ず
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
成
徳
学
園
90
年
の
軌
跡

大山へ遠足　中央は菅澤重雄校長

中高一貫部校舎（平成 9 年）

高等女学校の木造校舎（昭和 2 年）

創立 40 周年式典 短期大学開学式典（昭和 40 年）
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学
園
の
充
実
と
発
展
へ
の
諸
施
策

　

木
内
四
郎
兵
衛
先
生
は
昭
和
28
年
に

幼
稚
園
を
開
園
し
、
昭
和
31
年
に
東
京
成

徳
中
・
高
校
の
校
長
に
就
任
さ
れ
、
教
育

の
質
を
高
め
る
た
め
に
学
園
が
開
発
し

て
き
た
教
育
機
器
・
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

駆
使
し
て
成
果
を
あ
げ
、
教
育
界
に
多
大

の
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
38
年
に

は
埼
玉
県
深
谷
市
に
東
京
成
徳
学
園
深

谷
高
校
が
開
校
、
昭
和
40
年
に
は
北
区
十

条
台
に
東
京
成
徳
短
期
大
学
が
開
学
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
園
は
中
等
教

育
の
分
野
か
ら
高
等
教
育
の
分
野
ま
で

幅
広
く
、
理
想
と
す
る
総
合
学
園
を
目
指

し
て
前
進
し
た
の
で
す
。

創
立
50
周
年
　
新
た
な
出
発

　

昭
和
50
年
、
学
園
創
立
50
周
年
の
記
念

す
べ
き
年
に
戦
後
か
ら
学
園
を
強
力
に

牽
引
さ
れ
て
き
た
木
内
四
郎
兵
衛
先
生

が
第
3
代
理
事
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

学
園
創
立
50
周
年
記
念
誌
に
木
内
理
事

長
は
「
わ
が
学
園
の
今
日
と
明
日
の
教

育
」
と
題
し
寄
稿
。
東
京
成
徳
の
教
育
の

根
本
は「<

反
始
報
本>

−

始
め
に
か
え
っ

て
本
に
報
ゆ
る

−

」
と
学
園
の
基
本
方
針

を
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

木
内
理
事
長
は
周
年
行
事
ご
と
に
10

年 主　な　出　来　事

大正 15 年 ●王子高等女学校（4 年制）を設立

昭 和 6 年 ●東京成徳高等女学校に改称　●菅澤重雄校主、女学校校長を兼務

昭和 16 年 ●財団法人東京成徳学園を設立　菅澤重雄校主が理事長に就任

昭和 21 年 ●学園創立 20 周年記念式典

昭和 22 年 ●学制改革により東京成徳中学校（現東京成徳大学中学校）開校

昭和 23 年 ●学制改革により東京成徳高等学校（現東京成徳大学高等学校）開校

昭和 26 年 ●学校法人東京成徳学園に組織変更　菅澤重雄理事長

昭和 28 年 ●東京成徳幼稚園（現東京成徳短期大学附属幼稚園）開園

昭和 31 年 ●菅澤重義常務理事が第 2 代理事長に就任

昭和 38 年 ●東京成徳学園深谷高等学校（現東京成徳大学深谷高等学校）開校

昭和 40 年 ●東京成徳短期大学（文科）開学

昭和 41 年 ●東京成徳短期大学に幼児教育科を設置　●学園創立 40 周年式典

昭和 50 年 ●木内四郎兵衛常務理事が第 3 代理事長に就任　●学園創立 50 周年式典

昭和 51 年 ●東京成徳短期大学附属第二幼稚園開園

昭和 60 年 ●学園創立 60 周年記念式典

平 成 5 年 ●東京成徳大学（人文学部）開学

平 成 7 年 ●学園創立 70 周年感謝の会

平成 10 年 ●東京成徳大学大学院開設　●校舎を建替え男女共学の中高一貫教育の開始

平成 13 年 ●東京成徳短期大学にビジネス心理科を設置

平成 16 年 ●東京成徳大学に子ども学部を設置

平成 17 年 ●学園創立 80 周年記念式典　●木内秀俊副理事長が第 4 代理事長就任

平成 18 年 ●木内四郎兵衛記念教育研究充実基金の発足

平成 20 年 ●東京成徳大学に応用心理学部を設置

平成 21 年 ●東京成徳大学に経営学部を設置　●「平成 21 年度〜 25 年度中期事業計画」策定

平成 22 年 ●東京成徳短期大学ビジネス心理科を廃止

平成 25 年
●木内秀樹副理事長が第 5 代理事長に就任　●木内秀俊理事長が学園長に就任
●東京成徳短期大学言語文化コミュニケーション科を廃止　●東京成徳大学深谷中学校を開校

平成 26 年 ●「平成 26 〜 28 年度中期事業計画」を策定

平成 27 年 ●北区と連携協力に関する包括協定書の締結　●「東京成徳ビジョン 100」発表
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年
の
総
合
計
画
で
学
園
の
目
標
を
示
さ

れ
、
そ
れ
を
達
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学

園
を
導
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
2
年
4
月
に
は
木
内
四
郎
兵
衛

校
長
か
ら
、
高
等
学
校
は
菅
澤
喜
八
郎
先

生
、
中
学
校
は
木
内
秀
樹
先
生
が
校
長
を

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

木
内
理
事
長
は
70
周
年
記
念
事
業
と

し
て
4
年
制
大
学
の
設
置
構
想
を
記
さ

れ
、
平
成
5
年
に
千
葉
県
八
千
代
市
に
男

女
共
学
の
東
京
成
徳
大
学
が
開
学
、
自
ら

初
代
学
長
に
就
任
さ
れ
、
東
京
成
徳
短
期

大
学
は
木
内
秀
俊
先
生
が
学
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

4
年
制
大
学
開
学
は
、
学
園
の
女
子
教

育
か
ら
共
学
へ
の
先
鞭
を
つ
け
、
総
合
学

園
と
し
て
大
き
く
翔
た
く
契
機
と
な
っ

た
の
で
す
。

高
等
教
育
部
門
の
充
実
・
拡
大

　

平
成
17
年
9
月
、
第
4
代
理
事
長
に
就

任
さ
れ
た
木
内
秀
俊
先
生
は
、
学
園
を
取

り
巻
く
環
境
変
化
に
対
し
、「
不
易
流
行
」

の
考
え
方
で
臨
ま
れ
ま
し
た
。

　

即
ち
、
建
学
の
精
神
を
現
代
に
即
し
て

解
釈
し
、
そ
の
教
育
面
で
の
実
体
化
を
図

る
と
い
う
こ
と
が
「
不
易
」
の
部
分
で
あ

り
、
教
育
分
野
、
教
育
手
段
な
ど
に
つ
い

て
柔
軟
に
変
化
に
対
応
し
、
取
り
入
れ
て

い
く
こ
と
が
「
流
行
」
の
部
分
で
あ
る
と

い
う
考
え
で
す
。

　

学
園
の
総
合
力
を
結
集
す
べ
く
、
幼
稚

園
か
ら
大
学
院
ま
で
の
幹
部
が
集
う
「
部

門
合
同
会
議
」
を
平
成
17
年
か
ら
開
催
さ

れ
、
ま
た
中
期
事
業
計
画
を
策
定
し
、
学

園
の
教
育
力
向
上
と
財
務
体
質
強
化
を

推
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
学
長
を
兼
務
さ
れ
て
い
る
大
学

を
中
心
に
、
高
等
教
育
部
門
の
充
実
・
拡

大
に
注
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
学
部
と
し
て
応
用
心
理
学
部
を
設

置
し
、
こ
れ
ま
で
人
文
学
部
に
あ
っ
た
福

祉
心
理
学
科
と
臨
床
心
理
学
科
を
そ
の

傘
下
と
し
、
平
成
21
年
に
は
健
康
・
ス

ポ
ー
ツ
心
理
学
科
を
増
設
し
ま
し
た
。
同

年
、十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
に
「
有
徳
有
為
」

な
「
社
会
的
偏
差
値
」
を
持
っ
た
人
材
を

育
成
す
る
経
営
学
部
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
平
成
22
年
に
は
人
文
学
部
に
観

光
文
化
学
科
を
新
設
し
、
一
方
で
は
短
期

大
学
の
改
組
整
備
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
高
等
教
育
部
門
改
革
の
結

果
、
平
成
5
年
八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
に
大

学
を
開
学
し
た
当
時
は
1
学
部
3
学
科

で
し
た
が
、
現
在
は
十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス

と
合
わ
せ
て
大
学
院
心
理
学
研
究
科
・
4

学
部
8
学
科
の
規
模
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　

現
在
義
務
化
さ
れ
て
い
る
文
部
科
学

大
臣
が
認
証
し
た
認
証
評
価
機
関
に
よ

る
第
三
者
評
価
を
、
平
成
19
年
と
平
成
26

年
に
短
期
大
学
、
平
成
20
年
に
大
学
が
評

価
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
認
証
評
価
機
関

よ
り
評
価
基
準
を
満
た
し
て
お
り
、「
適

格
」
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

共
学
化
の
推
進

　

学
園
は
、
創
立
以
来
女
子
教
育
に
専
念

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
平
成
5
年
の
4

年
制
大
学
開
学
を
契
機
に
、
順
次
中
学
・

高
校
・
短
期
大
学
の
共
学
化
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
各
校
が
全
て
共
学
と

な
っ
て
い
ま
す
。

第
5
代
理
事
長
に
木
内
秀
樹
先
生
就
任

　

木
内
秀
俊
理
事
長
は
平
成
25
年
3
月

を
も
っ
て
大
学
学
長
と
短
期
大
学
学
長

を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
の
新
学
長
に

は
海
保
博
之
先
生
、
短
期
大
学
は
木
内
秀

樹
先
生
が
学
長
と
し
て
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
5
月
に
は
木
内
秀
俊
理
事
長
は

学
園
長
に
、
木
内
秀
樹
副
理
事
長
は
理
事

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
年
、
大
学
は
創
立
20
周
年
を
迎

え
、
11
月
に
記
念
式
典
を
開
催
、
記
念
企

画
と
し
て
公
募
し
た
「
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
」「
応
援
歌
」「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
の

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

創
立
100
年
に
向
け
て

　

木
内
秀
樹
理
事
長
は
就
任
に
あ
た
り

創
立
100
年
迄
の
課
題
を
明
示
さ
れ
ま
し

た
。
各
校
が
今
後
の
目
標
を
共
有
し
、

オ
ー
ル
成
徳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ク
ト

ル
を
束
ね
る
役
割
と
し
て
「
東
京
成
徳
ビ

ジ
ョ
ン
100
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
10
年
、
オ
ー
ル
東
京
成
徳

の
総
合
力
で
こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
邁

進
し
ま
す
。

大学開学式木内学長挨拶（平成 5 年）
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東京成徳大学

平
成
18
年
4
月
か
ら

（
福
祉
心
理
学
科
長
と
し
て
）

　

筑
波
大
学
を
63
才
で
定
年
退
職
し
て
、

岡
田
明
教
授
の
お
誘
い
で
本
学
の
福
祉

心
理
学
科
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

実
は
、
こ
れ
よ
り
も
ず
っ
と
以
前
、
平

成
5
年
に
福
祉
心
理
学
科
が
開
設
さ
れ

て
し
ば
ら
く
し
た
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
高
野
清
純
先
生
か
ら
の
依
頼
で
、

心
理
統
計
の
非
常
勤
で
2
、
3
年
間
、
筑

波
大
学
か
ら
通
い
の
講
義
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ

と
も
ご
縁
で
の
就
任
だ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

福
祉
に
は
無
縁
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

当
初
は
、
授
業
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
講

義
内
容
を
ど
う
す
る
か
は
無
論
の
こ
と
、

授
業
上
の
工
夫
、
さ
ら
に
教
室
で
の
授
業

管
理
（
私
語
、
遅
刻
・
欠
席
な
ど
へ
の
対

応
）
に
も
多
大
な
精
力
を
費
や
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
3
年
目
く
ら
い
か
ら
で
し
ょ

う
か
、
な
ん
と
か
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学
生
の
メ
ン
タ

リ
テ
ィ
が
わ
か
り
共
生
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
4
月
よ
り

（
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科
長
と
し
て
）

　

大
学
の
企
画
調
整
会
議
の
場
で
、
木
内

秀
俊
理
事
長
・
学
長
か
ら
八
千
代
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
新
学
科
構
想
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
す
よ
う
に
と
の
ご
下
命
が
あ
り
、
当

時
、
臨
床
心
理
学
科
長
だ
っ
た
市
村
教
授

の
知
恵
を
お
借
り
し
て
、「
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
心
理
学
科
」
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
立
ち
上
げ
を
し
ま
し
た
。

　

構
想
が
ま
と
ま
り
、
新
学
科
立
ち
上
げ

を
文
部
科
学
省
に
説
明
し
に
い
き
ま
し
た
。

新
学
部
・
学
科
の
設
置
基
準
が
と
て
も
厳

し
く
な
っ
た
今
に
し
て
思
う
と
び
っ
く
り

す
る
の
で
す
が
、
わ
ず
か
20
分
足
ら
ず
の

説
明
の
み
で
学
科
設
置
の
趣
旨
を
理
解
し

て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。（
無
論
、
書
類

審
査
な
ど
の
手
続
き
は
あ
り
ま
す
。）

　

教
員
の
新
規
増
な
し
で
の
発
足
で
し
た

が
、
1
年
目
か
ら
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
の
監
督
で
も
あ
る
川
北
准
教
授
の
が
ん

ば
り
も
あ
っ
て
定
員
50
名
を
上
回
る
学
生

を
確
保
で
き
て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
で
す
。
学
年
進
行
が
終
わ
り
、

学
科
の
次
の
発
展
を
期
し
て
、
保
健
体
育

科
の
教
員
免
許
の
申
請
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
ス
タ
ッ
フ
も
新
規
に
2
人
ほ
ど
用
意

し
万
全
の
備
え
で
文
部
科
学
省
と
数
回

の
折
衝
を
し
ま
し
た
が
、
あ
え
な
く
敗
退

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
痛
恨
の
極

み
で
し
た
。

平
成
25
年
4
月
よ
り
（
学
長
と
し
て
）

　

学
長
に
な
る
前
の
2
年
間
は
、
副
学
長

を
し
ま
し
た
。
こ
の
2
年
間
は
、
授
業
も

10
コ
マ
あ
り
で
、
か
な
り
き
つ
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

　

学
長
に
就
任
し
て
現
在
2
年
半
。
最
初

は
、
こ
れ
が
同
じ
大
学
か
！
と
い
う
く
ら

い
に
十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
と
八
千
代

キ
ャ
ン
パ
ス
あ
れ
こ
れ
の
違
い
に
戸
惑

い
ま
し
た
が
、
順
応
力
（
あ
る
が
ま
ま
に

受
け
入
れ
る
力
）
は
人
一
倍
あ
る
ほ
う
で

す
の
で
、
半
年
も
す
る
と
慣
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
困
っ
た
こ
と
に
直
面
し
て
い

ま
す
。

　

学
長
就
任
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
、
文
科
省
の
「
私
立
大
学

等
改
革
総
合
支
援
事
業
」
と
い
う
改
革
推

進
事
業
の
が
あ
り
ま
す
。
多
数
の
改
革
項

目
に
つ
い
て
そ
れ
を
実
行
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
点
数
化
す
る
方
式
で
す
の
で
、

か
な
り
厳
し
い
対
応
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
項
目
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、

“「
全
学
的
に
」
実
施
し
て
い
ま
す
か
”
が

問
わ
れ
る
の
で
す
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
違
い
は
、
歴
史
と
文

化
の
違
い
の
色
合
い
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
こ
を
無
理
し
て
壊
し
横
串
を
さ
す
よ

う
な
こ
と
が
本
学
の
真
の
改
革
に
な
る

と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
補
助

金
が
ら
み
の
事
業
で
す
の
で
、
強
が
り
ば

か
り
言
っ
て
い
る
わ
け
に
も
い
き
ま
せ

ん
の
で
、
横
串
で
は
な
く
、
大
き
な
風
呂

敷
で
つ
つ
む
く
ら
い
の
気
持
ち
で
今
後
、

こ
の
事
業
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
10
月
、
認
証
評
価
機
関

「
日
本
高
等
教
育
評
価
機
構
」
の
外
部
評

価
の
認
証
（
2
度
目
、
7
年
に
一
度
）
を

終
え
、「
東
京
成
徳
ビ
ジ
ョ
ン
100
」
に
向

け
て
「
全
学
一
丸
と
な
っ
て
」
が
ん
ば
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
注
）
肩
書
は
当
時
の
も
の
。

東
京
成
徳
大
学

こ
こ
10
年
間
を
体
験
ベ
ー
ス
で
振
り
返
る

　
学
長
　
海
保
　
博
之

創立 20 周年記念式典にて（平成 25 年）
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「
つ
な
が
る
学
び
、

　
　
　
　
ひ
ろ
が
る
未
来
。」

新
理
事
長
の
構
想

　

平
成
17
年
9
月
、
第
4
代
理
事
長
・
大

学
学
長
に
木
内
秀
俊
先
生
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
改
正
教
育
基
本
法
も
前
年
末
に

国
会
で
可
決
さ
れ
て
お
り
、
急
速
に
進
む

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
教
育
は
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
い
う
、
ま
さ
に
時

代
の
潮
目
で
あ
り
ま
し
た
。

　

八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
・
十
条
台
キ
ャ
ン

パ
ス
を
効
率
的
に
活
用
し
て
、
高
等
教
育

部
門
を
質
量
共
に
内
容
充
実
を
図
る
よ

う
対
応
し
て
い
く
と
の
方
針
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

新
分
野
の
開
拓
と
既
存
分
野
の
再
編

　

新
学
長
就
任
時
の
平
成
17
年
の
時
点

で
は
、
八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
は
人
文
学
部

が
日
本
伝
統
文
化
学
科
、
国
際
言
語
文
化

学
科
、
福
祉
心
理
学
科
及
び
臨
床
心
理
学

科
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
十
条
台
キ
ャ
ン

パ
ス
は
子
ど
も
学
部
子
ど
も
学
科
と
な

り
、
全
学
で
2
学
部
・
5
学
科
と
い
う
体

制
で
し
た
。
こ
の
体
制
を
拡
大
し
、
社
会

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
分
野
を
順
次
充
実

さ
せ
て
い
く
と
い
う
構
想
で
す
。

年 主　な　出　来　事

平成 17 年 ●木内秀俊学長就任

平成 18 年

●大学院で 3 名に初の博士号（心理学）を授与
●人文学部で新カリキュラムスタート「キャリアデザイン」が開講
●福祉心理学科　北欧・スウェーデンへ研修旅行開始
●子ども学部アメリカ研修旅行（3 年）、韓国研修旅行（1 年）開始

平成 20 年

●國分康孝教授が副学長に就任
●応用心理学部（福祉心理学科 臨床心理学科）設置 学部長に市村操一教授が就任
●人文学部長に日山紀彦教授が就任
● 子ども学部 6 大学連携教育支援人材育成事業開始（文部科学省平成 20 年度戦略的大学連携支援事業）「こど

もパートナー・サポーター」制度へ

平成 21 年
●経営学部経営学科設置　岡田康司学部長就任　●応用心理学部健康・スポーツ心理学科設置
●応用心理学部長に海保博之教授が就任　●財団法人日本高等教育評価機構の認証評価で「適格」と認められる

平成 22 年

● 八千代キャンパスの「TSU 就活力パワーアッププログラム」開始（文部科学省平成 21 年度大学教育・学生
支援推進事業）

●大学・大学院・短期大学の初の合同入学式を挙行　●人文学部観光文化学科設置
●大学院心理学研究科長に新井邦二郎教授が就任　●韓国梨花女子大学校と学術交流に関する協定書の締結
● 経営学部が北区と「東京都北区商店街にぎわい再生プロジェクト推進事業に関する協定書」を締結。先ず「梶

原銀座商店」から調査し商店街再生のための支援を検討

平成 23 年
●國分康孝副学長が退任　学園学術顧問に就任
●人文学部国際言語文化学科新入生学外特別授業を海外にて実施（香港・マカオ研修）
●子ども学部長に永井聖二教授が就任

平成 24 年
●韓国慶熙大学校と学術交流に関する協定書を締結
●中国蘇州科学技術学院大学と学術交流に関する協定書を締結
●子ども学部子ども学科に小学校教員の教職課程設置　●八千代キャンパス「トリプル M プロジェクト」開始

平成 25 年

●大学本部を十条台キャンパスに移転
●台湾開南大学及び米国テキサス大学タイラー校と学術交流に関する協定書を締結
●入試・広報センター、就職支援センター、実習センターの設置
●海保博之副学長が第 3 代学長に就任　●応用心理学部長に吉田富士雄教授就任
●八千代市教育委員会との相互協力に関する協定書を締結
● 開学 20 周年記念式典を挙行（応援歌「いざ行かん - 東京成徳大学応援歌」・スローガン「T（共に）S（ステップ）

U（アップ）！」・キャラクター「とっくん・せいちゃん」の表彰）

平成 26 年
●人文学部長に今仲昌宏教授が就任　●盛岡大学と学術交流に関する協定書を締結
● 一般財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会と大学・短期大学連携に係る協定書を

締結

平成 27 年
●韓国嘉泉大学校との学術交流に関する協定書の締結　●北区と連携協力に関する包括協定書の締結
●十条台キャンパス新校舎落成式　●八千代キャンパス「東京成徳大学サッカー・フィールド」完成
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応
用
心
理
学
部
の
設
置

　

人
文
学
部
か
ら
福
祉
心
理
学
科
及
び

臨
床
心
理
学
科
を
分
離
し
て
平
成
20
年

4
月
に
応
用
心
理
学
部
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
・
福
祉
マ

イ
ン
ド
の
応
用
を
目
指
し
、
心
の
諸
問
題

へ
の
対
応
ス
キ
ル
と
援
助
ス
キ
ル
を
修

得
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
を

目
指
し
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
も
う
一
つ
の
心
理
学
分
野
を

教
育
・
研
究
す
る
新
学
科
「
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
心
理
学
科
」
を
平
成
21
年
4
月
に
設
置

し
ま
し
た
。
本
学
科
で
は
、
人
の
達
成
行

動
の
促
進
を
促
す
方
向
に
力
点
を
置
き
、

「
健
康
心
理
学
」、「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
」

及
び
「
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
」
な
ど
を
中
心

に
学
び
、「
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

な
ど
の
科
目
を
設
け
ま
し
た
。

　

本
学
科
で
学
ん
だ
学
生
が
企
業
人
と

し
て
、
心
の
わ
か
る
指
導
者
、
明
る
く
仲

間
を
リ
ー
ド
し
て
い
け
る
人
材
と
し
て

活
躍
で
き
る
よ
う
育
成
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

経
営
学
部
の
設
置

　

平
成
21
年
4
月
に
経
営
学
部
経
営
学

科
を
設
置
し
ま
し
た
。
新
し
い
観
点
か
ら

新
学
部
が
目
指
し
た
の
は
、「
有
徳
有
為
」

な
、
社
会
に
真
に
役
立
つ
「
社
会
的
偏
差

値
」
を
も
っ
た
人
材
の
育
成
で
す
。

　

企
業
が
求
め
る
「
自
立
型
人
間
」
を
育

成
し
て
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
が
目
的

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
企
業
人
は
実

学
の
体
得
が
必
要
で
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
「
実
学
」
を
重
視
し
、
自
立
し
た
職
業

人
と
し
て
の
必
要
な
基
礎
能
力
の
向
上

を
目
指
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
経
営
学
の
ほ
か
に
心
理
学
を
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
入
れ
る
な
ど
特
色
あ
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
ま
し
た
。

　

1
年
生
が
参
加
す
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ

デ
ァ
」
コ
ン
テ
ス
ト
や
「
懸
賞
論
文
」
な

ど
様
々
な
試
み
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
に
北
区
と
の
間
に
「
東
京
都

北
区
商
店
街
に
ぎ
わ
い
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
事
業
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締

結
。
区
内
商
店
街
に
つ
い
て
の
共
同
研
究

を
実
施
し
ま
し
た
。
学
部
で
は
、
今
後
も

大
学
の
所
有
し
て
い
る
知
的
財
産
を
活

用
し
た
地
域
貢
献
を
積
極
的
に
展
開
す

る
予
定
で
す
。
平
成
25
年
に
は
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

導
入
し
、
入
学
定
員
を
増
や
し
ま
し
た
。

子
ど
も
学
部
の
充
実
強
化

　

子
ど
も
問
題
の
専
門
家
の
養
成
を
目

指
し
平
成
16
年
に
新
設
さ
れ
た
時
は
「
子

ど
も
学
部
」
の
草
分
け
の
一
つ
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
好
調
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 　

当
初
よ
り
小
学
校
教
員
免
許
取
得
の

希
望
は
多
く
、
学
部
で
は
玉
川
大
学
通
信

学
部
と
の
連
携
に
よ
っ
て
在
学
中
に
小

学
校
教
諭
第
二
種
免
許
状
を
取
得
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
平
成
24
年
に
小
学
校
教
職
課
程
を
整

備
し
小
学
校
教
諭
1
種
免
許
状
の
取
得

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
よ
り
実
施
し
た
「
手
作
り
絵

本
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
一
般
の
高
校
生
と

在
学
生
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
を
よ
り
一
層

充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
在
学
生
の
教

育
成
果
の
発
表
と
広
報
戦
略
と
し
て
極

め
て
有
効
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
部
と
し
て
は
「
確
か
な
資
質
、力
量
」

を
身
に
着
け
た
卒
業
生
を
世
に
送
り
出

す
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
に
貢
献
で
き
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
た
な
挑
戦

　

平
成
18
年
に
は
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
」
が
開
講
。
日
本
伝
統
文
化
学
科
は
平

成
19
年
よ
り
「
千
葉
の
今
を
知
る
」
道
の

駅
を
調
査
、
道
の
駅
が
地
域
の
産
業
の
活

性
化
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
22
年
に
観
光
文
化
学
科

を
設
置
、
人
文
学
部
を
3
学
科
体
制
に
再

編
し
ま
し
た
。

大学院・大学・短期大学初の合同入学式（平成 22 年）北区の商店街調査（経営学部）
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平
成
24
年
か
ら
「
ト
リ
プ
ル
M
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
先

生
方
が
自
ら
の
専
門
知
識
に
基
づ
い
て
、

あ
る
い
は
研
究
と
は
別
の
得
意
技
で
ゼ

ミ
や
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
、
学
生
と
共

に
学
ん
で
行
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
わ

ず
か
1
ヵ
月
で
20
種
類
も
の
「
MY
ゼ
ミ
MY

サ
ー
ク
ル
」
が
立
ち
上
が
り
、
ブ
ロ
グ
も

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
院
心
理
学
研
究
科

　

平
成
10
年
に
開
設
、
平
成
15
年
に
博
士

後
期
課
程
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
18

年
3
月
、
本
大
学
院
で
初
の
博
士
（
心
理

学
）
を
3
名
に
授
与
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
、石
村
助
教
（
当
時
）（
博
士
・

臨
床
心
理
士
）
が
日
本
心
理
学
会
優
秀
論

文
賞
を
受
賞
。
平
成
23
年
8
月
、
本
学
の

石
村
助
教
・
浅
野
助
教
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ

心
理
学
科
の
羽
鳥
助
教
は
他
大
学
の
先

生
方
と
共
に
シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ
た

世
界
サ
イ
コ
セ
ラ
ピ
ー
会
議
に
お
い
て

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
に
関
す
る
研
究
発

表
を
行
い
、
最
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞
を
受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
試
験
で

は
、
常
に
高
い
合
格
率
を
誇
り
、
併
設
さ

れ
て
い
る
心
理
・
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

は
、
様
々
な
心
の
問
題
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
、
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

開
か
れ
た
大
学
へ
・
積
極
的
な
情
報
発
信

　

平
成
21
年
3
月
財
団
法
人
日
本
高
等

教
育
評
価
機
構
に
よ
る
第
三
者
評
価
を

受
審
し
本
学
は
「
適
格
」
で
あ
る
と
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
、
日
本
伝
統
文
化
学
科
ブ
ロ

グ
「
伝
統
文
化
★
資
料
室
」
が
ス
タ
ー
ト

し
、
他
の
学
科
で
も
ブ
ロ
グ
が
始
ま
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
情
報
発
信
の
充
実

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
か
ら
高
等
教
育
部
門
に
お

け
る
教
育
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公

表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
学
校
教
育
法
施

行
規
則
で
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
が
、
情
報
の
公
開
に
よ
り
、
広

く
社
会
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
と
共

に
、
受
験
生
か
ら
選
ば
れ
る
大
学
を
目
指

し
て
教
育
研
究
の
質
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

活
発
な
国
際
交
流
・
研
修
旅
行

　

本
学
で
は
、
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
の

育
成
と
し
て
学
術
交
流
協
定
を
多
く
の

海
外
大
学
と
締
結
し
、
留
学
や
海
外
研
修

な
ど
学
生
の
目
的
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
各
学
科
は
積
極

的
に
海
外
研
修
を
企
画
し
、
毎
年
の
定
例

行
事
と
し
て
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

国
際
言
語
文
化
学
科
で
は
新
入
生
研

修
旅
行
や
短
期
留
学
な
ど
応
用
心
理
学

部
で
は
福
祉
先
進
国
北
欧
・
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
へ
研
修
で
訪
れ
、
子
ど
も
学
部
で
は
ア

メ
リ
カ
研
修
旅
行
に
お
い
て
、
現
地
の
大

学
で
の
研
修
と
保
育
施
設
の
見
学
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
・
学
科
が
教
育
目
的
に

適
し
た
海
外
研
修
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

積
極
的
な
進
路
支
援

　

八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
の
「

TSU
就
活
力
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
、
文
部
科

学
省
の
平
成
21
年
度
大
学
教
育
・
学
生
支

援
推
進
事
業
の
優
れ
た
就
職
支
援
を
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
選
定
さ
れ
た
こ
と
を

皮
切
り
に
本
学
の
就
職
支
援
は
よ
り
一

層
充
実
さ
れ
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
や
保
育
所
に
つ
い
て
は
学
部

の
支
援
に
よ
っ
て
安
定
的
に
就
職
し
て

お
り
、
小
学
校
教
員
に
は
玉
川
大
学
と
の

連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
子
ど
も
学
部
の
小

学
校
教
職
課
程
を
履
修
し
た
学
生
が
採

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

企
業
等
へ
の
一
般
就
職
に
つ
い
て
は

東
京
商
工
会
議
所
の
加
入
な
ど
に
よ
り

企
業
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
平
成
25
年

に
発
足
し
た
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
が
大

学
を
横
断
的
に
し
、
学
部
と
関
連
事
務
部

門
が
連
携
し
て
、
学
生
の
進
路
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

王子スクールカンセラー研究会の活動（大学院）スウェーデン研修旅行（福祉心理学科）
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教
育
環
境
の
整
備

　

十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
平
成
14
年

に
新
校
舎
を
建
築
し
、
学
生
の
増
加
に
対

応
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
25
年
に

始
ま
っ
た
再
整
備
計
画
で
は
築
50
年
を

過
ぎ
た
校
舎
を
含
め
4
棟
を
建
替
え
ま

し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
機
能
向
上
と
、
な

に
よ
り
も
学
生
に
と
っ
て
快
適
な
居
心

地
の
良
い
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
し
て
実

施
さ
れ
、
平
成
27
年
7
月
、
す
べ
て
の
工

事
が
完
了
し
、
落
成
式
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
25
年
に
大
学

本
部
の
所
在
地
を
八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス

か
ら
移
転
し
ま
し
た
。

　

八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
学
生
の
皆

さ
ん
が
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
快
適
に

過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
ハ
ー
ド
の
充

実
に
加
え
「
学
内
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
や
「
学
生
の
た
め
の
図
書
館
づ
く
り
」

を
通
じ
、
学
生
の
皆
さ
ん
と
共
に
キ
ャ
ン

パ
ス
を
作
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。
平
成
27

年
7
月
に
J
F
A
認
定
対
応
人
工
芝
を

使
用
し
た
本
格
的
サ
ッ
カ
ー
場
「
東
京
成

徳
大
学
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
ド
（
愛
称

ブ
ル
ー
ウ
イ
ン
グ
）」
が
完
成
し
ま
し
た
。

創
立
20
周
年

　

平
成
25
年
大
学
は
創
立
20
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
11
月
に
千
葉
県
浦
安
市
の
ホ

テ
ル
に
お
い
て
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
、

ご
来
賓
・
学
生
代
表
、
教
職
員
は
じ
め
卒

業
生
や
教
職
員
OB
の
皆
さ
ん
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。
学
術
顧
問
の
國
分
康
孝
名
誉
教

授
に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、
今
回
の
記
念
企
画
と
し
て

募
集
し
た
「
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」

「
応
援
歌
」「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
の
3
部
門
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
作
品
「
と
っ
く
ん
」
は
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
様
々
な
機
会
に

登
場
し
、
本
学
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
、
一
般
財
団
法
人
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

組
織
委
員
会
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
25
年
の
八
千
代
市
教
育
委
員

会
と
の
相
互
協
力
協
定
に
続
き
、
平
成
27

年
に
北
区
と
連
携
協
力
に
関
す
る
包
括

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
主
に
大
学
へ
の

役
割
に
つ
い
て
期
待
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

東
京
成
徳
大
学
は
こ
の
よ
う
な
社
会

の
期
待
に
対
し
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
教
育
研
究
の
一
層
の
研
鑽
を
積
む

こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
、
な

に
よ
り
も
建
学
の
精
神
の
も
と
、
学
生
の

未
来
を
広
げ
る
教
育
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

クラブ・サークル活動（男子バスケットボール部）

とっくん（イメージキャラクター）

十条台キャンパス新校舎

八千代キャンパス
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幼
児
教
育
科
の
目
的
と

3
つ
の
ポ
リ
シ
ー

　

学
則
第
6
条
に
、
幼
児
教
育
科
の
人
材

養
成
の
目
的
を
左
記
の
よ
う
に
定
め
て

い
ま
す
。「
就
学
前
の
子
ど
も
の
教
育
や

保
育
に
つ
い
て
の
専
門
教
育
と
研
究
を

行
い
、
教
育
・
保
育
実
践
力
の
向
上
と
一

人
ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば
し
て
、
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
資
質
の
高
い
幼

稚
園
教
諭
、
及
び
保
育
士
の
養
成
を
目
的

と
す
る
。」

　

学
生
が
こ
の
目
的
を
達
成
し
十
分
に

成
長
で
き
る
よ
う
願
っ
て
、
入
学
者
受
け

入
れ
か
ら
卒
業
ま
で
の
学
生
に
対
す
る

基
本
方
針
と
し
て
、【
3
つ
の
ポ
リ
シ
ー
】

を
定
め
て
い
ま
す
。

Ⅰ
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー

（
入
学
者
受
け
入
れ
の
方
針
）

　

幼
児
教
育
科
は
、
子
ど
も
の
心
の
理
解

を
基
本
に
幼
児
教
育
・
保
育
の
現
場
で
活

躍
で
き
る
人
材
の
要
請
を
目
指
し
、
次
の

よ
う
な
人
を
求
め
て
い
ま
す
。

1 
真
摯
な
心
を
も
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る
人

2 
深
い
洞
察
と
柔
軟
な
考
え
を
も
ち
、
実

践
的
・
協
働
的
に
行
動
す
る
人

3 
学
ぶ
姿
勢
と
意
欲
を
も
ち
、
創
意
工
夫

を
重
ね
、
何
事
も
積
極
的
に
取
り
組
む

人
4 
保
育
者
に
な
る
た
め
の
資
質
と
適
正

を
備
え
、
子
ど
も
の
成
長
に
関
わ
り
た

い
と
思
う
人

5 
子
ど
も
を
取
り
巻
く
今
日
的
課
題
に

広
範
な
関
心
を
も
ち
、
解
決
に
向
け
て

新
し
い
可
能
性
を
探
求
し
た
い
人

Ⅱ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー

（
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針
）

　

本
学
で
は
、
建
学
の
精
神
・
教
育
理
念

に
即
し
た
学
生
を
養
成
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
、
科
の
目
的
で
あ
る
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
資
質
の
高
い
幼
稚
園

教
諭
、
及
び
保
育
士
の
養
成
を
行
う
た
め

に
、
以
下
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
い
て
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
（
教
育
課
程
）
を
編
成
し
ま

す
。

・
確
か
な
専
門
的
知
識
と
研
究
意
欲
を
育

て
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
し
ま
す
。

・
保
育
の
実
践
力
と
即
応
力
を
育
て
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
し
ま
す
。

・
豊
か
な
人
間
性
と
社
会
性
を
育
て
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
し
ま
す
。

・
個
々
の
学
生
の
得
意
な
分
野
を
伸
ば
し

魅
力
あ
る
保
育
者
を
育
て
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
設
定
し
ま
す
。

Ⅲ
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー

（
学
位
授
与
の
方
針
）

　

本
学
で
は
、
建
学
の
精
神
・
教
育
理
念

に
即
し
、
か
つ
所
定
の
単
位
を
修
得
し
た

学
生
に
、
卒
業
が
認
定
さ
れ
ま
す
。

・
子
ど
も
の
教
育
や
保
育
に
つ
い
て
、
専

門
的
知
識
と
研
究
す
る
力
を
備
え
た
学

生
。

・
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
教
養
と

社
会
性
を
備
え
、
教
育
、
保
育
実
践
力
を

発
揮
で
き
る
学
生
。

・
資
質
の
高
い
専
門
家
と
し
て
の
人
格
を

備
え
、
求
め
ら
れ
る
役
割
を
理
解
し
、
最

大
限
に
努
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
学
生
。

　

こ
れ
ら
の
【
3
つ
の
ポ
リ
シ
ー
】
を
実

践
す
る
た
め
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
を

見
直
し
、
教
育
内
容
の
一
層
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
従
来
の
「
総

合
演
習
」
を
拡
充
発
展
さ
せ
、
1
年
後
期

か
ら
2
年
前
期
の
1
年
間
に
渡
り
「
課
題

研
究
A
・
B
」
を
設
定
し
て
、
専
任
教
員

一
人
当
た
り
16
名
以
下
の
学
生
を
指
導

す
る
少
人
数
体
制
で
、
学
生
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
興
味
・
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
に

つ
い
て
研
究
す
る
姿
勢
や
研
究
方
法
に

つ
い
て
の
実
践
的
学
び
を
行
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
課
題
研
究
」
で

ま
と
め
た
研
究
成
果
を
「
保
育
研
究
発
表

会
」
や
学
園
祭
、
幼
児
教
育
科
誌
「
桐
の

花
」
で
発
表
し
、
学
生
の
学
習
意
欲
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
学
修
成
果
の
見
え

る
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
保
育

の
実
践
力
と
即
応
力
を
育
て
る
た
め
に
、

新
校
舎
1
階
に
「
保
育
実
習
室
」
を
設
け
、

現
場
の
保
育
室
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
空
間

で
学
生
が
子
ど
も
へ
の
指
導
方
法
を
実

践
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
、
附
属
幼
稚
園
や
近
隣
の
幼
稚
園
・

保
育
所
と
連
携
し
、
保
育
現
場
を
訪
問
し

て
子
ど
も
と
保
育
者
の
関
わ
り
を
学
ぶ

学
外
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
色
あ
る
教
育
活
動

　

文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
か
ら
の
指

導
に
よ
り
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
及
び
保

育
士
資
格
取
得
の
た
め
の
教
科
・
内
容
が

多
様
化
し
、
ま
た
授
業
実
施
回
数
の
厳
格

化
も
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
2
年
間
と
い
う
短
い
修
養
期
限
で
あ

る
短
期
大
学
に
お
い
て
特
色
あ
る
教
育

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
困

難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
1
年
次
4
月
に
1
泊
2
日

の
学
外
研
修
、
6
月
に
日
帰
り
の
学
外
研

修
（
観
劇
・
施
設
見
学
等
）
を
実
施
し
て
、

学
生
が
実
社
会
で
の
社
会
生
活
の
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
た
り
、
幼
児
教

育
の
専
門
以
外
に
広
い
分
野
に
興
味
・
関

東
京
成
徳
短
期
大
学

幼
児
教
育
科
の
教
育
・
研
究
の
歩
み
と
今
後
の
展
望

　
科
長
　
安
見
　
克
夫
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心
を
持
つ
こ
と
な
ど
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
保
育
研
究
発
表
会
・
音
楽

研
究
発
表
会
な
ど
を
通
し
て
、
学
内
外
で

学
ん
だ
こ
と
や
研
究
し
た
こ
と
を
大
勢

の
人
の
前
で
発
表
す
る
機
会
を
設
け
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
学
生
が
人
前
で
分
か

り
や
す
く
伝
わ
り
や
す
い
発
表
・
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
就
職
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・

実
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
実
習
特
別

講
座
等
に
幼
稚
園
や
保
育
所
の
園
長
先

生
・
現
場
で
活
躍
し
て
い
る
先
輩
・
優
れ

た
保
育
技
術
を
も
つ
外
部
講
師
等
を
招

き
、
学
内
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
人
材
に

出
会
い
良
質
の
刺
激
を
受
け
る
場
を
設

け
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
活
用
で
き
る
人

間
力
や
技
能
を
磨
く
機
会
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

学
内
で
の
授
業
を
核
に
し
た
地
道
な

取
り
組
み
と
こ
の
よ
う
な
企
画
が
、
学
生

の
学
習
意
欲
の
向
上
と
学
修
成
果
の
向

上
に
つ
な
が
り
、
教
育
・
保
育
関
係
へ
の

就
職
率
100
％
と
い
う
実
績
、
き
め
細
や
か

な
指
導
を
行
う
短
期
大
学
と
い
う
評
価

に
貢
献
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
保
育
職
は
、
常
に
今
日
的
課

題
に
向
け
て
研
究
を
続
け
人
間
力
を
磨

き
続
け
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
卒
業
後
も

学
ぶ
た
め
の
場
「
保
育
研
修
会
」
を
年
1

回
幼
稚
園
・
保
育
所
等
で
働
く
保
育
者
を

対
象
に
、
現
場
の
要
請
に
応
じ
た
テ
ー
マ

を
無
料
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
卒

業
生
に
限
ら
ず
多
く
の
保
育
者
の
参
加

を
得
て
、
本
研
修
会
は
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

か
ら
現
職
教
育
へ
と
発
展
的
展
開
を
見

せ
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
展
望

　

本
学
が
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
た
め

に
以
下
の
項
目
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
①

新
た
に
創
設
さ
れ
る
保
育
教
諭
免
許
の

取
得
に
向
け
た
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成

準
備
、
②
附
属
園
と
の
連
携
を
図
る
た
め

に
、
人
材
交
流
の
活
性
化
を
推
進
、
③
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
に
力
を
注
ぎ
、
内
外
共
に

本
学
の
教
育
推
進
、
④
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

の
推
進
と
し
て
、
諸
外
国
の
実
態
や
方
法

を
学
修
で
き
る
比
較
児
童
文
化
演
習
の

充
実
、
⑤
再
就
職
支
援
事
業
の
推
進
と
し

て
、
同
窓
会
と
連
携
し
て
資
格
や
免
許
を

持
つ
卒
業
生
が
再
就
職
す
る
機
会
の
整

備
。

　

保
育
者
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る

昨
今
の
状
況
の
中
で
、
資
質
の
高
い
幼
稚

園
教
諭
及
び
保
育
士
の
養
成
を
目
指
す

本
学
の
責
務
は
重
要
性
を
増
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
近

隣
の
幼
稚
園
・
保
育
所
と
の
連
携
を
さ
ら

に
深
め
て
、
若
い
意
欲
溢
れ
る
魅
力
的
な

保
育
者
を
世
の
中
に
送
り
出
し
て
い
く

所
存
で
す
。

年 主　な　出　来　事

平成 20 年
●財団法人短期大学基準協会の認証評価で適格認定受ける
●言語文化コミュニケーション科の男女共学化実施　●幼児教育科（入学定員 180 名）定員変更

平成 21 年 ●専攻科幼児教育専攻廃止　●ビジネス心理科募集停止

平成 22 年 ●ビジネス心理科廃止　●幼児教育科「イギリス研修旅行」始まる

平成 24 年 ●言語文化コミュニケーション科募集停止

平成 25 年 ●木内秀樹学長就任　●言語文化コミュニケーション科廃止

平成 27 年

●一般財団法人短期大学基準協会の認証評価で適格認定受ける
●幼児教育科「楷の木ホール」で卒業式挙行
●新校舎（3 号館・4 号館・体育館）落成披露
●短期大学同窓会創立 50 周年記念事業挙行　●短期大学創立 50 周年記念事業挙行

音楽研究発表会（楷の木ホール） イギリス研修旅行　McMillan Early Childhood Center
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中
高
一
貫
部
　
副
校
長
　
　
　
中
村
雅
一

　

平
成
18
年
3
月
に
卒
業
し
た
3
期
生

（
こ
の
学
年
よ
り
高
校
か
ら
の
入
学
生
が

混
ざ
ら
な
い
完
全
中
高
一
貫
校
と
な
る
）

か
ら
、
平
成
27
年
3
月
卒
業
の
12
期
生
ま

で
、
こ
の
10
年
間
で
1
2
5
5
名
の
卒

業
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。
少
子
化
や
経

済
不
況
の
な
か
、
生
徒
確
保
そ
し
て
、
男

女
共
学
中
高
一
貫
校
と
し
て
広
く
認
知

さ
れ
る
べ
く
様
々
な
取
り
組
み
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

　

1
つ
目
は
、
6
ヶ
年
の
時
間
を
生
か
し

現
役
で
大
学
合
格
で
き
る
た
め
の
学
習

指
導
と
進
路
指
導
で
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
微
調
整
し
な
が
ら
中
学
段
階
で
は
、
補

習
演
習
な
ど
面
倒
見
よ
く
厳
し
く
も
温

か
く
指
導
し
て
い
き
、
高
校
段
階
で
は
勉

強
合
宿
や
長
期
休
暇
中
の
大
学
入
試
に

向
け
た
講
習
な
ど
、
部
活
動
の
指
導
も
同

様
で
す
が
、
ま
さ
に
休
日
返
上
で
取
り
組

み
「
伸
ば
す
教
育
」
の
実
践
を
重
ね
た
10

年
間
で
し
た
。
入
口
と
出
口
の
6
年
間
の

差
で
勝
負
す
る
学
校
と
い
う
意
識
で
、
生

徒
の
学
力
向
上
の
た
め
の
教
員
の
努
力
・

工
夫
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
思
い
ま
す
。

　

2
つ
目
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
学
期

留
学
を
柱
と
し
た
4
つ
の
技
能
（
リ
ス
ニ

ン
グ
・
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
）
を
習
得
さ
せ
る
新
し
い

英
語
教
育
の
取
り
組
み
で
す
。
こ
の
留
学

制
度
は
平
成
27
年
度
3
年
生
で
13
回
目

と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
10
年
間
で
400
名
を

超
え
る
生
徒
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
中
学

3
年
次
3
学
期
3
か
月
間
の
留
学
で
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
現
地
の
学
校

の
学
籍
を
得
て
通
学
す
る
留
学
で
す
。

　

ま
た
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
を
専

任
教
員
と
し
て
迎
え
、
中
学
1
年
次
よ
り

オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
授
業
も
展

開
し
て
い
ま
す
。
大
学
入
試
対
策
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
を
生

き
て
い
く
生
徒
た
ち
の
大
事
な
ス
キ
ル

と
な
り
ま
す
。

　

3
つ
目
は
、「
自
分
を
深
め
る
学
習
」

中
高
一
貫
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
す
。
高
等
部
で

の
実
践
か
ら
2
年
遅
れ
の
ス
タ
ー
ト
で
、

特
に
中
学
段
階
で
の
心
の
教
育
の
核
と

な
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

日
本
の
教
育
の
本
質
が
変
化
し
て
い

く
今
、
更
に
新
し
い
教
育
の
実
践
が
必
要

と
な
る
次
の
10
年
間
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

高
等
部
　
副
校
長
　
　
　
　
　
野
中
修
也

　

高
等
部
の
10
年
間
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
。「
文
『
部
』
両
道
」「
自
分
を
深
め

る
学
習
」「
進
学
」
の
3
つ
を
教
育
の
柱

に
据
え
、
そ
の
実
践
を
進
化
さ
せ
て
き
ま

し
た
。

　

特
記
す
べ
き
は
野
球
の
「
全
校
応
援
」

と
文
芸
部
の
「
読
書
甲
子
園
2
年
連
続
優

秀
賞
」
で
す
。
仲
間
と
の
絆
を
大
切
に
す

る
本
校
の
方
針
は
生
徒
に
浸
透
し
、
甲
子

園
予
選
一
回
戦
か
ら
勝
ち
負
け
を
度
外

視
し
て
声
も
枯
ら
さ
ん
ば
か
り
の
大
声

援
を
選
手
に
送
り
、
そ
し
て
選
手
か
ら
勇

気
と
夢
を
追
う
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を

受
け
取
り
ま
す
。
こ
の
活
動
が
12
年
続
い

て
い
ま
す
。「
自
分
を
深
め
る
学
習
」
の

実
践
版
と
も
い
え
る
こ
の
応
援
活
動
は
、

生
徒
に
「
つ
な
が
り
・
共
感
・
連
帯
」
の

精
神
を
醸
成
し
ま
す
。
文
芸
部
は
読
書
感

想
の
優
秀
賞
を
2
年
連
続
で
受
賞
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
天
文
部
・
吹
奏
楽
部
・

書
道
部
・
自
然
科
学
部
・
放
送
部
等
が
こ

の
10
年
で
目
覚
ま
し
い
進
歩
を
遂
げ
て

い
ま
す
。
文
化
部
の
活
躍
が
目
立
っ
た
10

年
間
で
す
。

　

平
成
17
年
、
進
学
選
抜
コ
ー
ス
を
創
設

し
、
私
立
上
位
校
を
目
指
す
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
26

年
に
は
特
進
S
ク
ラ
ス
を
新
設
し
最
難

関
国
公
立
大
を
目
指
す
集
団
を
作
り
ま

し
た
。
こ
の
10
年
間
の
進
学
実
績
は
目
覚

し
い
発
展
を
遂
げ
、
東
大
・
一
橋
・
京
大
・

阪
大
・
東
工
大
・
早
大
・
慶
応
大
な
ど
の

最
難
関
大
に
も
進
学
者
を
多
数
輩
出
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
度
「
英
語
教
育
の
拠
点
・

D
D
R
」
を
設
置
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
が
常
駐

し
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
各
種
英

語
検
定
・
英
語
受
験
情
報
・
留
学
・
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
指
導
し
て
い
ま

す
。
ま
た
昨
年
よ
り
「
S
ク
ラ
ス

C
T
P
授
業
」
を
設
け
、
こ
れ
は
今
後

の
社
会
で
、
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
「
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
を
養
う
べ
く
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
手
法
を
用
い
た
内
容
で
す
。

今
後
の
本
校
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
推
進
の
要
と
な
る
授
業
で
す
。
ま
た
平

成
28
年
度
か
ら
45
分
×
7
時
間
授
業
を

展
開
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
ね
ら
い
は
生

徒
の
高
い
進
学
ニ
ー
ズ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
に
必
要
な
能
力
育
成
に
応
え
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
高
等
部
の
進
化
は
ま
だ
ま
だ
続

い
て
い
き
ま
す
。

東
京
成
徳
大
学
中
学
校
・
高
等
学
校

10
年
間
の
変
革
と
今
後
の
展
望
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学
習
・
進
路
指
導

進
路
指
導
の
あ
ら
ま
し

　

平
成
17
年
度
は
、（
第
6
次
改
訂
）
学

習
指
導
要
領
で
の
大
学
入
試
が
実
施
さ

れ
た
年
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
ゆ
と
り
教

育
」
初
年
度
入
試
で
す
。
公
立
学
校
で
は

5
日
制
が
実
施
さ
れ
、
学
習
内
容
も
従
前

よ
り
大
幅
に
縮
小
削
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
学
入
試
の
内
容
や
企
業
等

で
求
め
ら
れ
る
学
生
の
能
力
観
に
変
化

が
な
い
こ
と
や
、
こ
の
年
に
本
校
が
完
全

共
学
化
を
果
た
し
た
こ
と
で
男
女
比
が

均
等
に
な
る
な
ど
を
勘
案
し
、
進
路
指
導

は
「
出
口
指
導
」
の
さ
ら
な
る
強
化
を
一

つ
の
方
針
と
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
具

体
的
に
は
国
公
立
と
難
関
私
大
合
わ
せ

て
50
件
以
上
の
合
格
、
10
年
後
ま
で
に
は

大
学
進
学
率
80
％
以
上
の
達
成
な
ど
を

今
後
の
数
値
目
標
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
の
方
針
と
し
て
、
建

学
の
精
神
に
基
づ
く
全
人
教
育
の
一
貫

と
し
て
の
進
路
指
導
を
位
置
づ
け
ま
し

た
。
と
か
く「
出
口
指
導
」と
い
う
と
、「
受

験
の
た
め
だ
け
の
指
導
」
と
い
う
技
術

的
、
表
層
的
な
指
導
に
陥
り
や
す
く
、
そ

れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
進
路
指
導
の
本
義

に
則
っ
た
計
画
を
立
て
、
教
員
一
人
ひ
と

り
が
そ
の
こ
と
を
自
覚
で
き
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
こ
こ

数
年
頻
繁
に
聞
か
れ
る
「
キ
ャ
リ
ア
教

育
」
と
ほ
ぼ
同
義
と
い
っ
て
よ
く
、
生
徒

の
受
験
校
の
多
様
化
を
認
め
る
と
と
も

に
、
入
学
後
の
学
力
担
保
と
い
う
意
味
か

ら
、
推
薦
か
ら
一
般
へ
と
受
験
の
シ
フ
ト

の
方
向
性
を
生
む
こ
と
に
も
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
10
年
を
総
括
す
る
と
、
基
本
的
に

は
進
路
指
導
の
方
向
性
は
間
違
っ
て
い

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
大
学
進
学

率
は
平
成
25
年
度
か
ら
80
％
以
上
と
な

り
（
①
参
照
）、
大
学
合
格
数
も
平
成
17

年
の
479
件
か
ら
、
平
成
26
年
度
に
は

1
5
6
3
件
と
3
倍
に
な
り
ま
し
た
（
②

参
照
）。
つ
ま
り
、
充
分
に
力
を
つ
け
て

大
学
へ
進
学
す
る
一
般
受
験
を
基
盤
と

し
た
進
学
態
勢
が
定
着
し
て
き
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
当
初
の
国
公
立
へ
の
数

値
目
標
は
、
平
成
24
年
度
が
54
件
、
26
年

度
に
は
58
件
の
合
格
を
出
し
、
ほ
ぼ
達
成

し
ま
し
た
（
③
参
照
）。
今
後
は
、
平
成

27
年
度
に
全
面
実
施
さ
れ
た
新
学
習
指

導
要
領
を
踏
ま
え
、
国
際
化
に
対
応
で
き

る
人
材
を
養
う
視
点
を
取
り
入
れ
た
進

路
指
導
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

中
高
一
貫
部
の
学
習
指
導

　

平
成
27
年
度
で
中
高
一
貫
は
18
年
を

経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
1
・
2
学
年

を
理
解
徹
底
期
、
3
・
4
学
年
を
自
信
獲

得
期
、
5
・
6
学
年
を
発
展
・
受
験
対
策

期
と
位
置
づ
け
、
中
高
6
年
間
で
の
進
学

年 主　な　出　来　事

平成 17 年 ●創立 80 周年記念講演会・芸術鑑賞会開催

平成 18 年 ●共学後の生徒初の卒業

平成 19 年 ●教育課程の変更（高校 : 進学選抜コース新設）

平成 20 年 ●独立行政法人国際交流基金招聘の 25ヶ国の教員団が中高一貫部を視察　●高等部グランドを人工芝グランドに改修

平成 21 年 ●教育課程の変更（中学・高校：授業時間の充実）　●高等部 1・2 号館耐震工事完了

平成 22 年 ●旧清至中学校跡地を北区より借用（南グランド）　●高等部 3 号館耐震工事完了　●ニュージーランドの生徒が中高一貫部で学校体験

平成 24 年 ●教育課程の変更（高校：理数移行措置）　●高等部第 5 体育館竣工　●ネイティブスピーカーによる英語の授業を導入

平成 25 年 ●沖縄修学旅行の開始　●教育課程の変更（高校：学習指導要領改訂）　●弓道場耐震改築工事完了

平成 26 年 ●教育課程の変更（中学 : 英語カリキュラムの充実）　●ベトナムの中学生が中高一貫部を訪問

平成 27 年 ●英語教育の拠点・DDR 設置　●創立 90 周年を祝う会開催

▲③主な大学の合格者数（隔年）▲②大学合格者数の推移（隔年）▲①大学進学率の推移（隔年）
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指
導
を
強
く
意
識
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を
生
き
る
生

徒
の
育
成
に
も
努
め
て
き
ま
し
た
。
平
成

15
年
度
よ
り
導
入
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
学
期
留
学
は
、
毎
年
中
学
3
年
の
3

学
期
に
3
か
月
間
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ

に
よ
る
オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
授

業
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

高
等
部
の
学
習
指
導

　

平
成
17
年
度
に
共
学
1
期
生
が
卒
業

し
た
段
階
で
は
、
ま
だ
男
子
の
比
率
も
低

く
、
女
子
校
と
し
て
の
進
学
・
学
習
傾
向

が
色
濃
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

受
験
学
力
の
効
率
的
な
育
成
と
い
う
観

点
か
ら
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
整
理
を
行

い
、
進
学
コ
ー
ス
6
類
型
の
廃
止
、
進
学

選
抜
コ
ー
ス
の
新
設
を
行
い
、
平
成
19
年

度
に
現
在
の
3
コ
ー
ス
（
特
別
進
学
、
進

学
選
抜
、
進
学
）
体
制
に
移
行
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
26
年
度
に
は
特
別
進
学

コ
ー
ス
内
に
最
難
関
国
公
立
大
学
を
目

指
す
S
ク
ラ
ス
を
設
置
し
、
よ
り
高
い
レ

ベ
ル
の
学
習
指
導
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

部
活
動

　

平
成
17
年
度
、
中
学
、
高
校
と
も
に
女

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
全
国
制
覇

を
果
た
し
ま
し
た
。
高
校
バ
ス
ケ
は
実
に

21
年
ぶ
り
で
し
た
。
続
い
て
、
高
校
バ
ト

ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
も
6
年
ぶ
り
に
全
国

大
会
で
グ
ラ
ン
プ
リ
（
優
勝
）
を
勝
ち
取

り
、
女
子
の
活
躍
が
創
立
80
周
年
に
華
を

添
え
ま
し
た
。
翌
年
度
も
中
学
バ
ス
ケ
が

全
国
優
勝
。
ラ
ク
ロ
ス
部
は
平
成
19
年

度
、
U
19
世
界
大
会
で
3
名
が
活
躍
し

ま
し
た
。

　

一
方
、
高
校
男
子
も
活
発
な
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
平
成
19
年
度
、
サ
ッ
カ
ー
部

は
全
国
大
会
東
京
都
予
選
で
準
決
勝
ま

で
駒
を
進
め
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
、
硬

式
野
球
部
は
東
東
京
大
会
で
初
の
ベ
ス

ト
16
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
毎
年

高
校
1
、
2
年
生
を
中
心
と
し
た
全
校
応

援
（
野
球
）
を
続
け
、
東
京
成
徳
生
と
し

て
の
一
体
感
を
醸
成
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
も
新
人

戦
都
ベ
ス
ト
16
（
11
月
8
日
現
在
）
と
な

り
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
文
化
部
に
入
部
す
る
生
徒

も
、
文
『
部
』
両
道
を
掲
げ
る
中
で
年
々

増
加
し
ま
し
た
。
高
校
吹
奏
楽
部
は
、
東

京
都
コ
ン
ク
ー
ル
に
毎
年
出
場
す
る
と

と
も
に
、
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
、
平
成

26
年
度
に
は
50
回
目
の
演
奏
会
を
「
北
と

ぴ
あ
」
で
迎
え
ま
し
た
。
同
年
度
、
文
芸

部
は
、「
ど
く
し
ょ
甲
子
園
」
に
2
年
連

続
で
優
秀
賞
を
受
賞
。
全
国
ビ
ブ
リ
オ
バ

ト
ル
決
勝
大
会
に
も
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。

平成 17 年度 全国中学校大会 優勝（中学女子バスケ部）

平成 19 年度 全国大会 東京都 3 位（高校サッカー部）

平成 17 年度 全国高校総体 優勝（高校女子バスケ部）

平成 17 年度 全国大会 優勝（高校バトントワリング部）
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オ
リ
ジ
ナ
ル
学
習

　
　
　
　「
自
分
を
深
め
る
学
習
」

学
習
の
ね
ら
い

　

平
成
15
年
度
か
ら
高
校
1
、
2
年
生
の

1
時
間
を
必
修
と
し
開
始
し
ま
し
た
。

「
私
」
と
い
う
存
在
が
こ
の
世
界
内
に
ど

の
よ
う
に
「
在
る
」
の
か
？ 

つ
ま
り
、「
自

分
と
は
何
か
」
を
考
え
、
感
じ
、
そ
れ
を

基
に
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
ど
の
よ
う
に

生
き
る
べ
き
か
を
見
つ
め
て
い
こ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
己
の
内
面
に
向
か
う
哲

学
的
思
考
、
友
人
や
グ
ル
ー
プ
と
の
会

話
・
討
論
を
通
し
て
他
者
の
意
見
を
受
け

入
れ
る
方
法
、
自
分
の
意
見
・
感
じ
た
こ

と
を
文
章
に
す
る
方
法
、
映
像
を
通
し
て

自
分
の
感
性
に
訴
え
か
け
る
も
の
と
向

き
合
う
方
法
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
「
自
己
存
在
」
の
在
り
方
を
見
つ
め
ま

す
。

　

そ
の
作
業
の
中
で
「
何
ら
か
の
気
づ

き
」
を
持
っ
て
ほ
し
い
、
そ
れ
は
た
と
え

言
語
化
で
き
な
く
て
も
、
心
に
何
ら
か
の

「
跡
」
を
残
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
答
え
の
出
に
く
い
、
あ
る
い
は
答
え

な
ど
な
い
か
も
し
れ
な
い
難
問
に
向
き

合
う
こ
と
は
「
知
的
耐
性
」
が
要
求
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
課
題
に
向
き
合
う

こ
と
は
、
明
ら
か
に
自
己
を
成
長
さ
せ
ま

す
。
た
と
え
、
卒
業
ま
で
に
答
え
が
出
な

く
と
も
、「
自
分
の
生
き
方
＝
ビ
ッ
グ

ロ
ッ
ク
」
の
尻
尾
く
ら
い
は
捕
ま
え
る
こ

と
が
出
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
こ

こ
ま
で
の
授
業
実
践
で
感
じ
て
い
ま
す
。

授
業
の
内
容

　
「
命
に
つ
い
て
」「
幸
せ
に
つ
い
て
」「
働

く
と
い
う
こ
と
」「
変
化
と
い
う
こ
と
」

「
自
分
は
あ
る
の
か
？
」「
ど
う
生
き

る
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
見
合
う
教
材
を

生
徒
に
提
示
し
、
自
己
内
対
話
、
友
人
と

の
対
話
を
通
し
て
深
く
そ
の
テ
ー
マ
の

本
質
に
触
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
中
身
が

生
徒
の
実
感
を
伴
っ
て
内
面
化
す
れ
ば
、

生
涯
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

れ
こ
そ
が
本
校
の
「
自
分
を
深
め
る
学

習
」
の
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
私
た
ち
は
こ
の
世
に
生
き
て
い
る
が
、

同
時
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
お
か
げ
で
生

か
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
を
感
じ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
決
し
て
独
立
実
体
的

に
自
分
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
、
む
し

ろ
あ
ら
ゆ
る
も
の
と
の
関
係
性
を
持
っ

て
こ
そ
自
己
が
現
れ
て
く
る
こ
と
を
知

る
と
い
う
願
い
が
こ
の
学
習
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
教
条
的
に
生
徒
に

教
え
込
む
の
で
は
な
く
、
生
徒
自
身
が
、

現
在
抱
え
て
い
る
諸
問
題
を
通
し
て
こ

の
よ
う
な
認
識
を
自
ず
と
深
め
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
認
識
は
建
学

の
精
神
と
も
合
致
し
、
こ
れ
か
ら
も
「
自

分
を
深
め
る
学
習
」
の
方
法
を
先
鋭
化
し

て
生
徒
と
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

平成 27 年度 東東京大会 ベスト 16（高校硬式野球部）平成 26 年度 定期演奏会（高校吹奏楽部）

「昨日の私と今日の私は同じ？」と問いかける野中副校長自分深めの一環として実施される戸隠校外学習
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は
じ
め
に

〜
こ
れ
ま
で
と
、
こ
の
10
年
〜

　

本
校
は
、
日
米
初
の
テ
レ
ビ
中
継
が
成

功
し
た
年
の
昭
和
38
年
4
月
に
女
子
高

校
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。
初
年
度
に
入

学
し
た
生
徒
は
28
名
で
あ
っ
た
が
、
今
年

は
創
立
52
年
目
に
当
た
り
、
今
年
3
月
ま

で
の
卒
業
生
総
数
は
1
3,
5
0
0
名
を

超
え
ま
す
。

　

こ
の
10
年
間
の
大
き
な
変
革
と
し
て
、

平
成
25
年
、
創
立
50
周
年
記
念
式
典
を
挙

行
し
、
同
年
4
月
に
は
高
校
と
同
じ
敷
地

の
中
に
中
学
校
を
開
校
し
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
、
初
年
度
新
入
生
20
名
を

迎
え
、
今
年
度
に
三
学
年
が
揃
い
、
全
学

年
合
わ
せ
て
生
徒
数
50
名
と
な
り
、
同
じ

敷
地
の
中
で
、
中
高
の
生
徒
が
仲
良
く
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
10
年
間
を
振
り
返
る
と
、
10
年
前

の
平
成
17
年
か
ら
平
成
20
年
度
ま
で
の

4
年
間
は
大
澤
健
先
生
が
校
長
で
し
た
。

大
澤
校
長
は
平
成
13
年
に
赴
任
し
て
以

来
、
7
コ
ー
ス
制
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
体
制
を
整
備
し
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
適
性
や
希
望
に
応
じ
た
進
路
指
導

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
か
ら
の
5
年
間
は
、
大
谷
幸

男
先
生
が
校
長
と
し
て
、
コ
ー
ス
整
備
を

進
め
、
コ
ー
ス
制
を
4
系
列
に
整
備
す
る

中
で
、
保
育
系
等
も
男
女
共
学
と
し
、
本

校
を
完
全
共
学
化
と
し
ま
し
た
。
将
来
の

深
谷
校
の
発
展
・
充
実
の
た
め
、
中
学
校

を
開
校
さ
せ
た
の
も
大
谷
先
生
の
校
長

在
任
時
で
す
。

「
成
徳
」
で
宝
を
磨
く

　
「
徳
を
成
す
人
間
の
育
成
」
は
、
将
来

社
会
人
と
し
て
他
者
か
ら
の
強
い
信
頼
、

高
い
評
価
を
得
ら
れ
る
人
格
の
完
成
や

生
き
る
力
の
涵
養
に
も
大
き
く
寄
与
し
、

本
校
で
は
、「
成
徳
」
教
育
の
推
進
に
毎

日
励
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
朝
の
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の

開
始
前
に
、
中
学
生
は
朝
読
書
、
高
校
生

は
コ
ー
ス
毎
に
、
新
聞
コ
ラ
ム
の
筆
写
や

英
単
語
等
の
練
習
・
小
テ
ス
ト
等
の
学
習

を
静
か
に
自
主
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
本

校
の
朝
は
、
こ
う
し
て
心
落
ち
着
く
静
寂

の
中
で
始
ま
る
の
で
す
。

　

毎
日
、
終
礼
時
に
は
、
放
送
委
員
会
の

東
京
成
徳
大
学
深
谷
中
学
校
・
高
等
学
校

建
学
の
精
神
で
人
を
磨
く

　
校
長
　
神
田
　
正

中学校新校舎（手前左）

創立 50 周年記念式典

神田校長の講話

創立 50 周年記念祝賀会
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生
徒
が
次
の
よ
う
に
放
送
し
ま
す
。

　
「
た
だ
今
か
ら
黙
想
の
時
間
を
始
め
ま

す
。
で
は
、
今
日
一
日
を
振
り
返
り
、
反

省
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
静
か
に
目
を
閉

じ
黙
想
を
始
め
て
く
だ
さ
い
…
」

　

成
長
途
上
の
生
徒
に
は
、
生
徒
本
人
が

気
付
い
て
い
な
い
宝
（
＝
素
晴
ら
し
い
資

質
・
能
力
）
が
必
ず
あ
り
ま
す
。

　

授
業
や
学
校
行
事
、
部
活
動
な
ど
様
々

な
場
面
で
、
毎
日
、
建
学
の
精
神
の
も
と
、

生
徒
の
中
で
眠
っ
て
い
る
そ
の
宝
を
徹

底
的
に
磨
い
て
い
く
の
が
教
職
員
の
役

割
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
方
向
性

①
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
自
立
す
る
社
会
人

　
「
成
徳
」
は
、
今
後
も
変
わ
る
こ
と
の

な
い
不
易
な
理
念
で
す
。
同
時
に
、
今
我

が
国
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
国
際
的

視
野
を
持
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
で
あ
り

ま
す
。
加
え
て
、
変
化
し
続
け
る
社
会
に

自
分
の
力
で
考
え
、
選
択
し
、
行
動
で
き

る
自
立
す
る
社
会
人
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
確
か
な
学
力
と
高
い
語

学
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
特
に
英
語
の

四
技
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
習
得
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
ま
た
、
相
手
の
意
見

に
真
摯
に
耳
を
傾
け
つ
つ
、
自
分
の
考
え

や
意
見
を
し
っ
か
り
と
述
べ
ら
れ
る
力
、

つ
ま
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も

大
切
に
な
り
ま
す
。

年 主　な　出　来　事

平成 17 年
●レインボープラン（7 コース制）スタート
［ 特進選抜コース・特進コース・進学選抜コース・進学コース・保育進学コース・福祉進学コース・総合進学コー

ス］

平成 18 年 ●食堂のテーブルと椅子をリニューアル

平成 19 年
●オープンテラス完成
●校舎耐震工事完了

平成 20 年
●福祉進学コースと総合進学コースの統合
●制服が「モリハナエ」ブランドから「OLIVE des OLIVE」ブランドへ

平成 21 年
●大谷幸男校長就任
●高校 2 年生、劇団四季作品の観劇スタート

平成 22 年 ●高校 1 年生の校外学習が戸隠から木島平へ

平成 23 年 ●進学コースと保育進学コースの統合

平成 24 年
●進学コースと総合進学コースの統合・再編［文系、理系、保育・総合系］
●完全共学化スタート（進学コース保育・総合系に男子生徒を受け入れる）

平成 25 年
●東京成徳大学深谷中学校開校
●創立 50 周年記念式典挙行

平成 26 年 ●神田正校長就任

平成 27 年 ●中学校 3 年生海外修学旅行（マレーシア、シンガポール）

体育祭 中学校第 1 回入学式
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こ
の
育
成
に
は
、
授
業
の
改
善
は
無
論

だ
が
、
生
徒
の
実
体
験
も
重
視
す
る
こ
と

も
大
切
で
、
例
え
ば
、
学
校
行
事
や
部
活

動
は
、
学
校
生
活
に
潤
い
を
与
え
る
だ
け

で
な
く
、
生
徒
が
、
時
に
は
失
敗
か
ら
も

学
ぶ
大
切
な
実
体
験
と
も
な
る
か
ら
で
す
。

②
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

　

学
力
は
「
学
ん
だ
力
（
＝
習
得
し
た
知

識
・
技
能
の
量
）」
も
重
要
で
あ
る
が
、

こ
れ
か
ら
も
変
化
し
続
け
る
社
会
に
お

い
て
は
、「
学
ぶ
力
（
自
ら
考
え
、
説
明

す
る
力
、
互
い
に
協
力
し
て
学
ぶ
力
）」

の
育
成
も
重
要
で
す
。

　

生
徒
の
自
ら
学
ぶ
主
体
性
と
、
級
友
な

ど
他
者
と
の
協
働
性
を
重
視
し
た
学
習

活
動
の
仕
掛
け
を
一
般
的
に
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
能
動
的
な
学
習
活
動
）

と
呼
び
ま
す
。
学
び
の
方
法
や
過
程
に
焦

点
を
当
て
た
学
習
活
動
と
言
え
、
生
徒
の

意
欲
喚
起
の
工
夫
と
し
て
今
後
は
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
手
法
が
重
要
に

な
り
、
学
校
全
体
と
し
て
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

生
徒
自
ら
が
自
覚
し
、
自
分
で
勉
強
し

始
め
る
時
、
学
力
の
伸
長
は
極
め
て
大
き

く
な
る
で
し
ょ
う
。

現
状
と
今
後

①
新
コ
ー
ス
の
整
備

　

高
校
か
ら
の
入
学
生
は
平
成
27
年
度

現
在
4
つ
の
コ
ー
ス
で
学
ん
で
い
ま
す

新入生校外学習

体育祭に地域の幼稚園を招いて

中学イングリッシュキャンプ

オーストラリア修学旅行

クラブ活動の活躍（サッカー部）

地域のお祭りに参加（チアダンス部）
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が
、
平
成
28
年
度
か
ら
3
コ
ー
ス
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
深
谷
中
学
校
か
ら
内
部
進

学
者
が
中
高
一
貫
コ
ー
ス
に
進
む
の
で
、

深
谷
高
校
と
し
て
の
コ
ー
ス
は
合
計
4

つ
と
な
り
、
内
容
が
変
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。（
表
1
参
照
）

②
本
校
の
良
さ
を
生
か
す

　

本
校
の
生
徒
と
教
職
員
の
特
徴
を
表

す
表
現
が
2
つ
あ
り
ま
す
。

1
つ
目
「
笑
顔
・
挨
拶
・
成
徳
」

　

外
か
ら
お
見
え
に
な
る
お
客
様
の

方
々
に
対
し
て
、
本
校
の
生
徒
は
実
に
気

持
ち
の
良
い
笑
顔
と
挨
拶
で
歓
迎
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
男
女
の
生
徒
を
問
わ
ず
本

校
の
良
い
伝
統
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
校

生
徒
の
素
性
の
良
い
性
格
と
優
し
さ
、
そ

し
て
相
手
の
立
場
を
考
え
る
特
質
で
あ

り
ま
す
。

2
つ
目
「
面
倒
見
教
育
の
成
徳
」

　

こ
れ
は
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
保
護

者
満
足
度
の
調
査
」（
表
2
）
に
も
良
く

表
れ
て
い
る
本
校
教
職
員
の
誇
れ
る
特

長
で
す
。

　

ま
た
、「
新
入
生
・
保
護
者
入
学
動
機

調
査
」（
表
3
）
も
、
新
入
生
と
そ
の
保

護
者
は
、
本
校
に
入
学
し
た
理
由
と
し

て
、
本
校
の
面
倒
見
教
育
の
校
風
を
高
く

評
価
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
校
の
教

職
員
が
こ
れ
ま
で
培
い
、
積
み
上
げ
て
き

た
き
め
細
や
か
な
面
倒
見
教
育
の
評
価

の
高
さ
で
、
本
校
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
こ

れ
ら
の
本
校
の
強
み
と
良
さ
を
伸
ば
す

中
で
実
践
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

終
わ
り
に

　

公
立
校
を
公
共
水
道
に
例
え
れ
ば
、
私

学
は
井
戸
に
例
え
ら
れ
ま
す
。
本
校
は
今

後
も
「
成
徳
」
と
い
う
建
学
の
精
神
が
光

る
井
戸
水
を
地
域
に
供
給
し
て
い
き
た

と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

平成 27 年度保護者満足度の調査　表 2

項　　目 ％

1 教職員の指導力 94.4

2 教職員の熱意・使命感 95.2

3 教職員の面倒見の良さ 96.8

4 生徒指導の取組 89.7

5 部活動の取組 82.5

6 進路指導の取組 86.5

7 PTA 活動の取組 88.9

8 施設や設備 87.3

平成 28 年度　高等学校のコース編成　表 1

コース名 進路選択 コースの特色

特進
S コース

40 名

文系（国公立文系・私立文系） 7 時限授業や土曜日授業、特別講習等
を実施し、難関大学への現役合格を目
指す。理系（国公立理系・私立理系）

進学
選抜コース

80 名

文系 7時限目を講習と部活動との選択とし、
勉強と部活動に励み、一般入試、推薦
入試で大学への現役合格を目指す。理系

進学コース
160 名

文系

6 時限目終了後は部活動等に励み、大
学等の進学は AO 入試、推薦入試で現
役合格を目指す。

文理系

保育系

中高一貫
コース
70 名

文系（国公立文系・私立文系） 中学校からの内進生が、7 時限授業や
土曜日授業、特別講習等により、難関
大学への現役合格を目指す。理系（国公立理系・私立理系）

平成 27 年度新入生・保護者入学動機調査　表 3

順 項　　目 ％

生　

徒

1 部活動 70.1

2 校風（面倒見の良さ） 54.8

3 学校行事（文化祭、体育祭など） 50.5

4 学校行事（修学旅行） 50.0

5 進路に合わせたコース編成 46.3

6 校風（おおらかな徳操） 40.4

保
護
者

1 進路に合わせたコース編成 87.7

2 校風（面倒見の良さ） 86.4

3 進学実績・指導 77.3

4 校風（おおらかな徳操） 73.4

5 部活動 54.5

5 本校の生徒 54.5

小島深谷市長を囲んで
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桜
の
花
咲
く
4
月
、
新
し
い
制
服
を
身

に
着
け
、
保
護
者
の
方
と
し
っ
か
り
手
を

握
り
、
少
し
不
安
そ
う
な
表
情
で
幼
稚
園

の
門
を
く
ぐ
り
、
入
園
式
を
迎
え
る
子
ど

も
達
。
こ
の
光
景
は
毎
年
春
の
行
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
は
、
平
成
25
年
に
60
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
60
年
と
言
え
ば
長
い
年
月
の

一
つ
の
節
目
で
も
あ
り
ま
す
。
幼
児
教
育

が
長
期
に
継
続
で
き
ま
し
た
の
も
、
充
実

し
た
教
育
施
設
と
環
境
の
中
、
園
長
先
生

は
じ
め
、
園
関
係
者
の
方
々
の
ご
指
導
と

教
職
員
の
努
力
、
保
護
者
の
ご
協
力
と
あ

た
た
か
い
ご
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
成
し

遂
げ
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
も
平
成
27
年
迄
で

1
2,
6
6
4
名
の
卒
園
生
が
巣
立
ち
、

今
で
は
三
世
代
の
卒
園
生
も
お
り
歴
史

の
重
み
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

幼
児
期
に
は
、
遊
び
を
通
し
て
沢
山
の

こ
と
を
学
び
ま
す
。
人
の
成
長
発
達
と

は
、
個
人
差
や
生
活
環
境
の
相
違
が
あ
る

な
か
、
た
と
え
同
じ
年
齢
の
お
子
さ
ん
で

あ
っ
て
も
発
達
の
具
体
的
な
姿
は
そ
れ

ぞ
れ
違
い
ま
す
。
子
ど
も
達
は
生
ま
れ
て

か
ら
、
家
庭
の
中
で
あ
た
た
か
な
親
の
愛

情
い
っ
ぱ
い
に
、
す
こ
や
か
に
育
て
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
初
め
て
の
集
団
生

活
と
い
う
社
会
へ
の
第
一
歩
は
、
幼
稚
園

の
出
会
い
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
先
生
や
大

勢
の
仲
間
と
過
ご
す
中
で
、
家
庭
で
は
経

験
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
事
を
体
験
し
、

人
と
の
関
わ
り
を
身
に
つ
け
、
個
性
を
認

め
合
い
、
尊
重
す
る
気
持
ち
、
人
と
し
て

の
土
台
作
り
で
あ
る
「
学
び
の
基
礎
」
を

し
っ
か
り
幼
稚
園
時
代
に
築
き
あ
げ
る

事
が
大
切
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
保
育
者
が
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を

大
切
に
、
愛
情
を
も
っ
て
子
ど
も
達
と
関

わ
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、

成
果
と
反
省
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
日
々

努
力
し
、
真
剣
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生

き
て
い
く
子
ど
も
達
に
と
っ
て
「
個
々
の

自
立
」
が
と
て
も
重
要
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
「
自
ら
考

え
、
判
断
し
、
問
題
を
解
決
す
る
力
」
で

す
。
幼
稚
園
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

通
し
て
、
子
ど
も
達
の
潜
在
能
力
を
引
出

し
、
未
来
へ
の
自
信
に
繋
が
る
保
育
を
目

指
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
特
に
取
り
組
ん
で
い
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

東
京
成
徳
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園

子
ど
も
の
可
能
性
は
無
限
大

教
頭
　
梶
山
　
久
美
子

作品展

ライオンキング 2014 Seitoku Version

日曜日参観
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フ
リ
ー
デ
ー>

　

各
学
年
、
週
1
日
は
登
園
か
ら
降
園
ま

で
自
由
に
活
動
し
ま
す
。
子
ど
も
達
は
朝

登
園
す
る
と
、
元
気
い
っ
ぱ
い
園
庭
に
駆

け
出
し
、
自
分
で
好
き
な
遊
び
を
見
つ
け

活
動
す
る
中
、
自
主
性
が
育
ち
友
達
の
輪

が
広
が
り
ま
す
。
特
に
隣
接
し
た
広
い
グ

ラ
ン
ド
で
は
、
遊
具
も
何
も
な
い
場
所

で
、
ゼ
ロ
か
ら
遊
び
を
生
み
出
す
発
想
力

を
育
て
ま
す
。
そ
し
て
身
近
な
植
物
や
生

き
物
を
観
察
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
気

づ
く
感
性
と
豊
か
な
心
が
養
わ
れ
ま
す
。

<

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン>

　

子
ど
も
達
は
、
生
活
を
通
し
て
、
様
々

な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
現
在
幼
稚
園

に
は
11
ヶ
国
の
保
護
者
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
日
本
以
外
の
国
に
も
興
味

が
持
て
る
よ
う
、
保
護
者
の
方
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
異
文
化
に
触
れ
る
目
的
で

お
話
し
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ル
ー
マ

ニ
ア
等
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
言
葉
で

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ア
を
交
え
な
が
ら
、
簡
単
な

挨
拶
を
し
た
り
、
有
名
な
食
べ
物
や
建
物

を
映
像
で
み
ま
す
。
子
ど
も
達
の
関
心
度

は
と
て
も
高
く
、
笑
顔
で
歓
声
を
あ
げ
な

が
ら
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
担
っ
て
い
く

子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
世
界
を
知
る
と
い

う
こ
と
は
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
で
あ

り
、
よ
り
外
国
に
興
味
が
持
て
る
よ
う
沢

山
の
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

教
育
は
信
頼
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
園
で

は
60
年
と
い
う
良
き
伝
統
と
今
の
社
会

状
況
に
合
わ
せ
た
ニ
ー
ズ
を
素
早
く
保

育
に
取
り
入
れ
、
広
い
視
野
を
持
っ
て
、

幼
児
共
育
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
か
れ
ず
、
周

り
の
沢
山
の
人
に
育
て
ら
れ
ま
す
。
常
に

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
自
分
自
身
の

可
能
性
を
信
じ
て
、
何
事
に
も
努
力
し
、

一
生
懸
命
頑
張
る
「
強
い
心
」
と
他
人
に

対
す
る
「
思
い
や
り
」
を
も
て
る
よ
う
に

な
る
た
め
に
、
沢
山
の
経
験
の
中
か
ら
、

嬉
し
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
、
様
々
な
感

動
を
体
験
し
、
豊
か
な
心
を
育
て
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
達
が
、
幼

児
期
の
教
育
と
心
の
優
し
さ
な
ど
を
充

分
発
揮
し
、
近
い
将
来
活
躍
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

ま
た
一
世
紀
以
上
継
続
し
て
の
総
合

教
育
の
実
践
と
本
幼
稚
園
が
ま
す
ま
す

発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

年 主　な　出　来　事

平成 17 年 ●土曜日参観「年長サンドイッチ作り」開始　●赤羽自然公園園外保育開始

平成 18 年
●木内秀樹園長就任　●特別授業英会話　週２回導入　●赤羽自然公園（縦割り保育・カレーパーティー）
●年長卒園遠足　（キッザニア東京）実施

平成 19 年 ●お母さんコーラス「りんごの木」活動を本格化　●母親ゼミ発足

平成 20 年
●秋季大運動会　年長組マスゲーム・成徳オリジナルバージョン「パイレーツ・オブ・カリビアン」実施
●お母さんサークル「トールペイント」発足

平成 21 年 ●秋季大運動会　年長組マスゲーム・成徳オリジナルバージョン「ライオンキング」実施

平成 22 年 ●お母さんサークル「フラワーアレンジメント」発足　●幼稚園園舎 B 棟　耐震補強工事完了　●事務室リニューアル

平成 23 年 ●年少組春の遠足　（苺狩り）実施　●幼稚園でお泊まり保育実施　（年長組）　●起震車体験実施

平成 25 年 ●花まる学習会開始　●幼稚園創立 60 周年記念観劇会　演目「ピーターパン」

平成 26 年 ●延長保育くまさんクラブ　早朝保育開始　●音楽教室開始

平成 27 年 ●お母さんコーラス「りんごの木」10 周年記念コンサート

異文化コミュニケーション お母さんコーラス「りんごの木」 お泊り保育
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本
園
は
、
さ
い
た
ま
新
都
心
の
高
層
ビ

ル
が
立
ち
並
び
、
鉄
道
網
も
整
備
さ
れ
、

目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
、
環
境
が
変
化

し
て
き
て
い
る
町
の
一
画
に
あ
り
ま
す
。

現
代
の
幼
児
教
育
環
境
も
大
き
く
変
化

し
て
い
く
中
で
、
本
幼
稚
園
は
、
改
め
て
、

保
護
者
・
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
幼
稚
園
を

目
指
し
て
、
子
ど
も
達
が
「
あ
し
た
も
こ

よ
う
ね
。」
と
思
え
る
楽
し
い
園
に
す
る

た
め
に
、
今
迄
の
よ
き
伝
統
を
引
き
継

ぎ
、
新
た
な
目
標
を
も
っ
て
、
努
力
し
て

い
ま
す
。

創
意
あ
る
教
育
課
程
の
編
成
を
工
夫
し

て
い
く

　

具
体
的
に
は
、
本
園
と
し
て
特
徴
的
な

体
操
教
室
、
英
会
話
教
室
、
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
で
の
活
動
な
ど
、
園
児
の
興

味
・
関
心
に
会
っ
た
活
動
を
取
り
入
れ
、

継
続
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
運

動
会
、
作
品
展
、
発
表
会
等
の
行
事
を
園

児
の
目
線
に
合
わ
せ
た
内
容
で
取
り
組

ま
せ
、
こ
れ
か
ら
も
各
種
行
事
を
通
し

て
、
一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
見
届
け
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
実
践
し
て

い
ま
す
。

ちびっこ英会話ちびっこスイミング

東
京
成
徳
短
期
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

保
護
者
・
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
幼
稚
園

　
園
長
　
星
野
　
薫

園庭に集った園児たち
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こ
れ
か
ら
も
総
合
学
園
な
ら
で
は
の
活

動
を
取
り
入
れ
て
い
く

　

そ
の
た
め
に
は
、
①
大
学
・
短
期
大
学

と
連
携
し
た
「
わ
く
わ
く
広
場
」
や
そ
の

後
に
行
う
研
修
会
を
継
続
し
て
実
施
し

て
い
く
こ
と
、
②
県
・
市
・
地
区
で
行
っ

て
い
る
実
践
的
な
研
修
会
に
積
極
的
に

参
加
し
て
保
育
者
と
し
て
の
力
量
を
向

上
さ
せ
て
い
く
こ
と
、
③
附
属
幼
稚
園
と

の
各
種
行
事
に
お
け
る
交
流
を
図
り
、
情

報
交
換
を
図
る
こ
と
、
も
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

地
域
保
護
者
と
の
連
携
を
図
り
、
特
色
あ

る
活
動
を
推
進

　

今
ま
で
、
①
近
隣
小
・
中
学
校
と
交
流

を
図
り
、
連
携
し
た
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
②
与
野
ハ
ウ
ス
（
幼
稚
園

の
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
）
や
、
地
域
住
民
と

の
交
流
を
図
り
な
が
ら
温
か
な
人
間
関

係
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
も
長
き
に
わ

た
っ
て
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の

活
動
を
さ
ら
に
進
化
・
向
上
さ
せ
て
い
く

こ
と
も
大
切
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
総
合
学
園
と
し
て
の

特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
良
さ

を
引
き
出
す
教
育
課
程
を
編
成
し
、
地

域
・
保
護
者
に
信
頼
さ
れ
る
幼
稚
園
を
目

指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
教
育
成

果
を
高
め
る
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。

年 主　な　出　来　事

平成 17 年 ●近隣中学校で運動会開催　●創立 30 周年式典挙行

平成 18 年 ●テレビドアホン設置

平成 20 年 ●加々美健一園長就任

平成 23 年 ●英会話教室を年中・年長に導入

平成 25 年 ●星野薫園長就任

平成 26 年 ●給食開始　月・金　埼玉給食センターより　●玄関にスロープ設置

平成 27 年
●園庭にゴムチップによる通路設置

●ホームページリニューアル、ウエブページ開設　●緊急メール送信開始

わくわく音楽広場

異年齢交流

成徳まつり

お餅つき会
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